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第一章

　

緒

　

言

_Fト辻が結核菌登見以

方面二於テ行ハレ幾]多ノ業績が登表サレ、就中

免疫學方面二於テモ其倣枚挙二逞-・ラズ。血液

内二於ヶル培養二就ｆ種々犬引窓側靉イ回

筒聯門細菌二開フヽル研究報告が績々ｂ登表す

レタリ、而シテ1923年Ａ．Ｅ．Ｗｒight(゛)が

｡Slide cell culture“ 法ヲ創案シテ以来血液

内ノ細菌特育ヲ･数量的二観察フ、ル二一層便トナ

レリ。

結核菌二開フ、ル血液ノ態度テ検セル業績研究テ

辿ルニ、Ａ．Ｅ．Wright が“Slide cell cult-

ure“ 法及ビ毛細管培養法ヲ港用シテ結核菌ノ



血液内培養法サ試え健康人血液内二於テ費育可

良ナルラ認ｙ結核患者血液内二於テハ費育阻止

ノ存フ､ノレヅ認ノタリ。佐雍29うヽ今村教授指導ノ

下ニＷｒightノ。Slide cell culture “ 法(以

後S. ｃ.ｃ．法ト略記ス)サ施用シテ海狽二於テ

｢結核免疫ノ成因二開フ、ﾉﾚ知見補泣｣尹持表シ結

核免疫二於テ種々ナル場合ノ血液ノ態度ヲ記載

セリ。 1928年ムハHess und Meissner几ノ｀種

カナル色素及ビ有機物拉二無機物二就テ結核菌

二對フヽル費育阻止作用刊

液内ノ結核菌費育阻IL作用ト｢ツベルクリンア

レルギー｣トノ開係ラ述ベタリ。次デ今村教授

門下二於テ伊雍37圃、飯田汽野尻苅、直川(41田)、

高橋凪芦村諦、緒が川、西ﾎ但≒西川仙ハ各種

動物及ビ人間二就テアラユル方面ヨリS. c. c.

怯テ施用シテ全血液内二於ケル結核菌ノ費育及

ビ費育阻止二就テ研究費表セ≒叉赤沼側、長

谷川あ等モS. ｃ.ｃ．法ヲ･施用シ賓験テナセリ。、

今村教授呻ハ結核菌ノ費育阻止作用ハ有カナル

免疫現象ノート認メこが結核進展二對フ、ル意義

ヲ･論ゼリ。

仝血液内二於ケル結核菌ノ費育及其阻止作用二

就テ血漿及ビ赤血球が如何ナル態度ラ取ル物ナ

ルカハ興味アル問題ナリ。然ルニ此方面二開ス

ル研究ハ甚グ斟シ。血漿ヲ以テセル賓験ハ初ノ･

Wrightハ全血液ﾄ共二血漿ヲ玉

全血液二於ケルヨリモ結核菌ノ登育八一層旺盛

ナリトナシ、叉白血球列昆入セル血漿内こーテハ

白血球混入ナキ物二比シ結核菌ノ登育阻止アリ

ト記シ、伊藤モ血漿ラ用ヒテ僅カノ賓験ラナシ

白血球ノ介在ハ結核菌ノ登育及ビ脅育阻止二著

シキ影響ヲ典ペスト記ス。 Ｆｒy(15)ハ毛細管培養

法ニョリテ血漿中－テ結核菌ノ碓育｡ニ對スル

｢サノクリジン｣ノ作用ヲ検シ、Ｂａｎｎｅｒｍａｎｎ鴻

ハ人血漿二就キ鳥型結核菌ノ登育テ検シタルニ

結核患者血漿内ニテハ菌ノ脅育ハ健康人血漿内

二於グルヨリモ不良ナル事ヲ述ベタリ。此外今

村、内藤爽及内藤27しヽ淋巴液内二於ケル結核菌

ノ登育状態チ詳細二賓験シ、日置皿ノヽ結核患者

喀痰濾液ノ結核菌登育二對スル作用テS.ｃ．ｃ．

ニ於テ観察セリ。以上ノ如キ賓験アレドモ血漿

二於ケル結核菌ノ賛育ハ種カナル血球ヲ含－ず

ル醗液ノ夫レニシテ結核免疫が細胞ニョルノミ

ナラズ膿液モ開貨スル事ダヽ尚検討ノ價値アリト

信ジ昭和９年以降S. c. c.法ヲ施用シテ血漿内

二於ケル結核菌ノ登育状態ヲ詳細二賓験シ、更

二血球ノ結核菌登育二對スル態度ニツキテ観察

スルヲ得タルテ以テ茲二記載セントス。

第二章

　

賞験方法

A. Ｅ. Wright S c.ｃ.法 ハ今村教授指導ノ下二佐藤、

高橋、伊藤、緒方ノ諸氏が工夫ヲ凝シ改良ヲ加へ来

リ、今付、西村｡ハ流動「パラフィｙ」中二於テ培養スノl/

隻法ヲ案出セリ。余ハ此今村、西村S. ｃ.ｃ.法ヲ喉用

セリ。

（１）結核菌浮游液

本賓験二際ジテ最モ重大ナル役割ヲ持ツハ結核菌浮

游液ニジテ幾多ノ先學者ハ之二開ジテ困惑ヲ感ジIタ

ノ1/物ト考フ、余ハ始メハ「グリセリンブイヨン」馬鈴

薯培養基培養／２．３週間経過セルモノノ中我育良好

ナノl/モノヲ選ビタノl／モ後ニ「グリセリゾブイ３ｙ」ニ

テ浮游培養７日－10日前後ノモノヲ用ヒタリ。

菌苔ヲ1・リ乾燥滅菌セル濾紙小片-＝挾ｌ水分ヲ去リ

タル後菌塊ヲ秤量ン１耗二菌１．０狐－2．0駈ノ割合

二乳鉢ニテ研磨シ’ツツ滅菌生理的食暖水ヲ加へ出来

得ﾉ1/限り平等ナル如キ結核菌浮游液ヲ作ﾉ1/、之ヲ１

分間約3000廻轄ニテ約５分間遠心沈澱ヲ行ヒ其上層

ヲトl／リ。

（２）培養器具

培養器具ハ大裁２枚ノ「オブごクトグラース」ニテ事足

りノl/モ夫l／ニ附隨｡ｽﾉl/器具ハ従来マデ各賓験者ニテ

適宜便ナノ1/モノヲ使用セリ。

　

余・･ヽ流動「パラフィ拘

法ヲ咆用ジタノ1／ヲ以テ大難次ノ如キモノヲ用ヒ･タリ。

（イ）１耗「ツペノレクリｙ」注射器及ビ1/2－1/1注射針。

（ロ）「オプ。クトグラス」（雨端二厚サ約0．06－0.08粍

ノ紙片ヲ添附セノl/モノ及ビ添附セザノl/モノ）。しヽ）ブリ
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第６琥】 賓来＝血漿内二於ケル結核菌ノ我育二就テ

キ製「マッペ」。（ニ）肢榔引「バＵ」。（ホ）滅菌流動「パラ

フィｙ」。探血二際ジテハ５耗注射器ヲ用意ヅ、凝固ヲ

’防グ焉氷片ヲ入レ冷却シック遠心ｙ血漿ヲ分離セリ。

（３）培養操作

培養ノ原法ｙヽ従来／モノト礎ラザルモ「オブ､。、ツトク’

ラフヽ」ノ周漫ヲ溶解セルバパラフィゾ」ニテ封鎖｡スルカ

ハリニ流動「パラフィン」ニテ封鎖セリ、印チ減菌箱内

叉ハ類似ノ滅菌所二於テ紙片ヲ添附セル７オプ。クト

グラコス」ノ２箇所二菌浮游液0．05耗ト被検血液叉ハ

血漿0.45琵ヲ混合セルモノヲ１滴滴下ン紙片ヲ添附

セザル「オブ、こクトグラ」ス」ヲ重タ。此場合滴下セル標

本｡ハ厚サ約0.06－0.08粍トナリ直径約10粍ノ圓影

ヲ示ス。

　

之ヲ培養用「ブリキ」製「マヴペ」一入レ・テ被

検物凝固ヲ待チ肢郷引「バ」ヽ」内二置キ流動「バラフ。

ｙ」ヲ静カニ注入ン充分二浸ン其一･・-・37度一郭度ノ

孵卵器内二置キ培養ス。斯ツスノl／事ニヨリ凝固部以

外ノ空間二表面張カユヨリテ流動「’パラフィｙ」力゛浸

入シ外部トノ空気ヲ完全二遮断､フヽルヲ保、カクテ培

養期間ヲ経過スルモ被検物ヲ乾燥濃縮ごリレ･＝=･トヲ防

グヲ得ベジ。

（４）標本製作

培養期間／ヽ5日、７日、10日トヅテ流動「パラフィ

ｙ」中二沈下セル「オブ。ク1ヽグラ､フヽ」ヲ引キ上ゲ其２

枚ヲ軽ク引キハナ｡スポユ依リテ培養セジ血液叉血漿

膜ハー方ノ「オフ≒クトグラス」ニ圓形ノ優附著ヌ、

之ヲ型ノ如ク３－５％ノ「フォルー・リソ」液（血液ノ場

合､ハ水酷酸「フォルマリｙ」液）ニテ30分－１時間固

定ン水洗乾燥ス、然1ノドモ流動‾パラフィン」が「オプエ

クトグラース」ノー部ヲ汚染セノl／ヲ以テ石油「べｙヂソ」

ニテ取りサノ1／ペジ。結核菌ノ染色八千-ﾉ1／ネーノl／

ｾｙ氏法ヲ以テ行フ。
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(５)培養所見

肉眼的ニ､ハ菌ノ晋育ヲ認ムノl／ヲ得ズ、血漿二於テハ

培養日時ヲ経過スノ1／モ富初二比ジテ殆ド大差ナキモ

多少乳白色ヲ帯プノl／モノアリ、穎微鏡ニョノ1／ニ曇育

アル場合モ標本ノ周逡部二多少我育ヨキ傾向アノl／モ

中心部ト大ナル相違ナヅ。全血液二於テモ中心部周

漫部ノ費育程度大差ナク空洞形成フ､ルモノナs／、此

髭従来ノ固形｢パラフ。ｙ｣ニｆ周漫ヲ封鎖スル方法

ﾆｰ比ジテ甚ダ勝レノl／モノナリ。

圓形標本ノー端ヨリ他端二直径上ヲー直線二菌ノ集

落敷ヲ敷フ、菌曇育程度ノ判定｡八次ノ如キ緒方ノ記

逃‾ニョノ1／¦。

(一)對照ト異ラズ菌ノ費育考殖ヲ認メザノl／モノ

(±)菌・ヽ梢ｔ晋育壇殖ン、一聚落ニ２箇－５箇一････デ

　　

ノ菌ヨリナノ1／

(十)多敷ノ聚落が6―10箇ノ菌ヨリナノ1／

(十十)多数ノ聚落が11―20箇ノ菌ヨリナノン

(7州･)多敷ノ聚落が21―30簡ノ菌ヨl･ナル

(冊)多数ノ聚落力゛31箇以上ノ菌ヨリナル

對照ト・ヽ培養操作ヲ終りタノl／直後二作成セノ1／ 37 度二

置カザノ1／賑本ニヅテ稀ニハ自然凝集ヲナン菌塊ヲナ

ヌモノアルモ多クハ箇々ノ菌ヲ認メ弓ベジ。

菌形ニ＝･リ登育セノl/ fe=ノナルカ単ナノ1／凝集ナルカノヽ

練習ニョリテ容易二鑑別ン得ルモノナリ。

以上ハ余ノ愈用セジS.いﾑ。法ニジテ此外二凝固セザ

ノ1／モノ例ヘバ血清、洗浪赤血球等ノ液但被検物ハ既

二検セル登育程度ノ判明セル血液、血漿ト混合ジテ

Ｓ.ｃ.・。法ヲ行ヒ、叉毛細管培養法ヲ行ヒ參考二供ｙ

タリ。

海桃二於テ｢ツペノl/クリゾ｣反惑ヲ検ヌルニハ奮｢ツベ

ルクリｙ｣10倍稀樺液０．１粍ヲ皮内二注射セリ。

第三章賞験成績

（１）血漿内二於ケノl／人型結核菌上池株ト其他ノ菌株

トノ晋育ノ比較

全血液内二於テ伊藤。･ヽ各種結核菌種ノ登育状態ヲ比

較セリ。余モ亦健康家兎血漿ヲ用ヒテ各種結核菌種

ノ螢育状態ノ比較ヲ見タリ、貴験二用ピクル菌及ビ

其培養日敷八次ノ如ン。

　

クノ1/モソ菌ヲ除キｆハ菌株

　　　

－

ハヌベテ「グリセリソブイ∃ｙ」馬鈴薯二移ンテ培養

ジタルモノヲ用ヒタリ。

余ノ貨験二於テハ結核感染ニー･ヽ主トシテ人型菌傅染

病研究所上池株ヲ用ヒジガS.c.c.法二於ケノt／結核菌

浮游液ニモ此菌株ヲ用ヒタリ。今其浮游液ト其他ノ

菌株浮游液トノ曇育状態ヲ比較ン、叉該菌株ノ異ナ

゛培養基ニョリ培養サレタノl／菌苔ヨリ調製サレタル

浮游液ノ晋育ヲ比較｡ｽﾉl/タメ二次ノ如キ像備貨験ヲ

行ヒタリ。

堡備貨験
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○強毒人型結核菌傅研上池株

Ｃ弱毒人型結核菌青山Ｂ株

賓来＝血漿内二於ケノl／結核菌ノ登育二就テ

14日培養菌株

21日培養菌株

〇弱毒人型結核菌林株（今村内科分離）14日培養菌株

○強毒大型結核菌巽株（今村内科分離）14日培養菌株

○牛型結核菌傅染病研究所株

ＯＢＣＧ菌

○クーノl／モｙ菌

○鳥型結核菌

Ｏ｢チモチ｣菌

14日培養菌株

21日培養菌株

７日培養菌株

７日培養菌株

７日培養菌株

【第17巻

代培養セルモノヲ使用セリ。

人型菌上池株、牛型菌傅研株、鳥型菌、「チモチ」菌

ノ健康家兎血漿内二於ケノl/登育状態ノ比較

健康家兎５頭ノ血漿ヲ用ヒテ人型上池株、牛型傅研

株、鳥型菌、「チモチ」菌ノ費育状態ヲシタリ、S. c.c.

法ニテ培養３日、５日、７日二於テ観察セリ、其成

績●ヽ第ａ表二示ヌ如シ。

此表ニ＝=llノバS.c.c. 3日ニジテ晋育ヲ認ムノ1／ニ至り、

５日、７日ト其程度ヲ壇｡ス、人型上池株ト牛型傅研

ＢＣＧ菌及青山Ｂ菌・ヽ胆汁馬鈴薯ヨリ｢グリセリｙ｣馬

　　

株ト.ハ晋育状態相似タノ1/モノニシテ、鳥型菌トI‘チモ

鈴薯二移殖培養ノモノヲ、クーノl／モｙ菌Jハ馬鈴薯培

　　

チ｣菌ドモ亦螢育状態相似タリ、而シテ鳥型菌及｢チ

養セノl／モノヲ「グリセリｙブイヨｙ」平等培養1ヽセル

　　

モチ」菌。･ヽ人型上池株及牛型傅研株二比ヅテ其ノ晋育

モノ、其他ハ大胆「グリセリｙブイヨン」馬鈴薯二繊

　　

早々且甚ダ旺盛ナリ。

　　　　

第ａ表

　

家兎血漿二於ケノl／人型上池株、牛型傅研株、烏型菌及「チモチ」菌ノ螢育状態ノ比較

家番

兎胱
僣重
(瓦)

培養成績３日 培養成績５日 培養成績７日

人　型
上地杉
牛型菌 鳥型菌

｢チモ
　チ｣菌
人　型
上池株
牛型菌鳥型菌

「チモ

　チ」菌
仝池谷牛型菌 鳥型菌 ｢チモ

　チ｣菌

４ 2200 1（士）（十八（彬づ冊） (十) (十十) (恥 (併ﾝ (十十) (併) (冊) ぐ冊）

５ 2100 （－）ベー）け十）べ＋） (士) (十) (十十) (升) (十) (十) ﾀﾞ■Wf) (併)

84 ^450 （十）（十）（十十）（十十） (十) (十) (併) (十十) (升) (十十) (冊) (冊)

90 2300 （土）（±）八十）（十） (士) (±) (十十) Q+杓 (十) (十j (冊) (冊)

91 2350 （士）（十）　誹十ﾌ　゛＋） (十) (＋) 哨･）レ+杓け針） 叫） ('佃･) (冊)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

S.-c.c

人型上池株ヽＢＣＧ菌，クーノl／モゾ菌ノ健康
－ ‥ - － 一 一

３日、

　　

家兎血漿内二於ケル我育状態ノ比較

健康家兎５頭ノ血漿ヲ用ヒテ三者ノ螢育状態ヲ比較

セリ、各菌株ノ培養状態及ビ培養日数ハ前邁ノ如ク

ーシテ其成績ハ第ｂ表二示｡ス如ン。此表ニョレバと

第ｂ表

　

家兎血漿二於ケル人型上池株BCG

　　

株及クーノl／モソ菌ノ晋育状態ノ比較

家　番
兎　彼

暦重(瓦)
培　養　成　債

人　型
上池株

ＢＣＧ菌
クーノレ

モｙ菌

32 2200 （十）　　ぶ十ﾝ (脊)

33 2250　i　（十） （土ｊ　ｉ（併）

34 2000 （±）　　（－） (十十)

36 2100 (十十) 伴ﾉ　（鮭）

37 2200　1　r＋）I　ぐ士｀） (脊)

　　　　　　　　　

S.c.c.

　

7日

ﾉl／モゾ菌ノ貨育.ハ甚ダ旺盛ニゾテ、人型結核菌株モ

中等度貨育ヲ示.ス、而ジテＢＣＧ菌.ハ貨育遅ク７日

－ンテ貨育ヲ認メザルモノアノl／モ僅カニ螢育ソ得ﾉl／

モノアリ．

　

々ﾉl／モソ菌ノヽ賎二「グリセリｙブイ＝=･ｙ」

５日、

　

７日

　

中ニテ平等培養セル故二血漿内二移シテS. ｃ.ｃ.法ヲ

　

行フモ自然凝集ヲナセルモノ｡ハ殆ドナクS. ｃ.ｃ.法ニ

　

ハ甚ダ適常ナル菌株ナリト考フ。

　　

大型傅研上池株、人型青山Ｂ株、大型巽株、大

　　

型林株ノ家兎血漿内二於ケル螢育状態ノ比較

　

健服家兎５頭ノ血漿ヲ用ヒテ人型上池株、青山Ｂ株、

　

巽株、林株ノ晋育状態ヲ比較セリ、各菌株ノ培養状

　

態及培養日敷､ハ前邁セノリロクニヅテ其成績・ヽ第ｃ表

　

二示フ､如シ。此表ニョレバ61琥二於テ上他株1ヽ巽株

　

ノ強毒ノモノヤ(朴)ノ螢育程度アリ多少ノ我育佳良

　

ヲ示セリ、青山Ｂ株及林株､ハー般二前二者二比シテ

　

我育程度低キ感アリ、然レドモ血漿内二於テ・ヽ人型

　

結核菌ノ晋育状態ハ大憩相似タルモノナリ。

　

以上ヨリジテ大型結核菌各菌株｡･ヽ共二相似タル晋育

　

状態ヲ示s／、牛型結核菌モ略ζ之ト同程度ノ晋育状

　

態ヲ示-ｽ。而シテ鳥型菌、｢チモチ｣菌及クノl/モｙ菌

　　　　　　　　　　　　　　　　

-

　

｡ハ登育甚ダ旺盛ニシテ大型菌及牛型菌二比ジテ費育

　

｡ハ著ンク佳良ナリ。然ﾉ1／ニＢＣＧ菌川

　

菌及ビ牛型菌二比シテS. c.c.法ニョリテハ費育｡･ヽ僅
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第

　　

ｃ

　　

表

人型結核菌各菌株ノ費育状態ノ比較

家番

兎妓

63

－
6↓

般重
(瓦)

リ400

培

　　

養

　　

成

　　

紙
－一一･-一一
青山Ｂ

ぐ弱寺:）

林

　

株巽株上池¦'¦"¦りゝＪχ

　　

'¦り1
(T弱毒)j(強毒ﾝ ぐ悒毒）

k十jイ十丿（十杓

　

（朴j）

2200バ±）

i 2500 ベー）

65

　　

U00ベー)
-,一一一」－___

辻）（十）
-一一一一一一
（－）¦（士

=－･･･

　

･
（一八（－）

S.c.c.7日

十）

万一）

-
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示jス如シ。此表ニ･･レ･バ５岡ノ賞験ヲ行ヒ培養成績

ノ全グ一致セルハ第１岡1・第４同ニジテ第２同、第

３同、第５岡トハ不一致ナリ。常二貨験べ原ンテ對

照試験ヲ置クガ故二不都合ハナカルペキモ｢アリセリ

ソ｣寒天二培養セル菌苔ヨリS. ｃ.ｃ.法ニテ培養ナ｡ス

時･ハ成績一定セザル不安アリ。

(ii／グリセリンブイヨソ)馬鈴薯

｢グリセリソブｆ∃ｙ｣馬鈴営川毀J,レー培査セル上池

株ヨリ１妊２廷ノ菌浮石液ヲ作り、５頭ノ健康家兎

血漿内二於ケル我育状態ヲ桧セリ、共成{レヽ第ｅ表

二示ヌガ如ジ。此表ニ＝･l／バ第２同二於テー般二軽

　　　

第ｅ表｢ク'リセリソブイヨン｣馬鈴薯二

　　　　　　

培養セル人型結核菌ノ晋育

家香
兎彼

第一回
線査時

蔚重

(瓦)

培　養　成　債

第一回｢第二回第三叫第四回

12/X仁22/XI) l/Xttバ10/XIし

31 2050 ・十レ（士） (＋) (十)

34 2300 (升) ご十） (十十) (十十)

37 2250 (十) 乙士）（十六（十）

39 2250 (十) (十) (十) (十)

40 2400 (十十) ('＋) (十十) (十十)

　　　　　　　　　

S.c.c.

　

7日

度二弱キ螢育ヲ呈ン.タルモ他ノ３同二於テ.ハ仝ク其

成績ハー致セリ．

(iii)｢グリセリｙブイ３ソ｣

｢グリセリンブイヨゾ｣培養.雌二浮游培養セノl／人型上

池株ヨリ１耗２託ノ菌浮游液ヲ作り、５頭ノ健康家

兎血漿内二於ケル螢育状態ヲ検セリ、其成績ハ第ｆ

表二示ス如シ．此表ニ＝･ソバ３岡ノ培養成績.ハ全ク

ー致セリ．

　　　

第ｆ表｢ク゛リセリゾブイヨゾ｣ニ浮游

　　　　　　

培養セル大型結核菌ノ螢育

家兎番妓

第一間接　　培　養　成　績

;di;B4r-artiTT;--H. "XI Hi,'j･乞

　　　　（瓦） 第一同
(m)

第二回
(15/IIﾝ

第三同
(27/n)

102 2350十升ﾚ＼（十十） (､十十)

106 2200 C+杓 (十十) (升)

109 2150 (十) (十) (十)

115 2300　！　　汗） (十) (十)

116 2100 (+い (十十) (升)

　　　　　　　　　

S.ｃ｡ｃ，7日

次二同一健康家兎血漿ヲ用ヒテ三者ノ螢育状態ヲ比

較セリ、此場合菌液､ハ１耗２託ニシテ「リリセリｙブ

イ３ｙ」培養、「７゛リセリンブイヨソ」馬鈴薯培養。「ク゛

こ四jll
I･

　　

ノ

一一一一一一一--
66

　

1 21ﾆo　仕∩付り斤十）　十）

　　　

S.c.c.

　

7日

良ナフズ。是等ハ總テ｢ク'リセリｙブイヨソ｣馬鈴薯

培養基ニテ略；同ジ條件ノ下二培養せ1／タル菌苔ヲ

用ピクル賞験結果ナリ。

(２)異ナル培養｡居ニョリテ培養サンタル人型結核菌

ノ養育状態ノ比較

健康家兎血漿内二於テハ動物ノ個性ニョリテ大型結

核菌ノ養育程度二相違アリ、貿験二際シテ結核菌浮

游液ヲ作ﾉl／大型結核菌ノ菌株ハ肉眼的二見テ養育良

好ナルモノヲ選ブヲ原則トセリ。

　

S. c.c｡法ニハ如何

ナノ1ﾀ培養基ニョリテ培養サレタル菌苔力゛最モ適富セ

ルモノナルカヲ知ルハ肝要ナリ。今｢グリセリゾ｣寒

天、｢グリセリｙブイヨ拘馬鈴薯、及ビ｢クリセリｙ

ブイヨン｣ノ三者二培養セル菌ニッキ養育良好トジテ

選ビシ菌苔ヨリ結核菌浮游液ヲ作りS. ｃ.ｃ.法ニョリ

テ養育程度＝ﾀ比較セリ。賀験動物｡ハ健康家兎ヲ用と

各培養居二培養セル訳本ノ中こ＝･リ肉眼的二見テ養育

良好ト認ムル菌苔ヨリ菌浮游液ヲ作りタリ、各培養

基別ニ２同一敏同ノ官験ヲ行ヒタリ。

(ｉ)）゛リセリン・｣寒天

り゛リセリこ／｣寒天二培養セ

　

ノレ大型結核菌上池株ヨリ

菌浮游液ヲ１耗２駈ノ割二作り、健康家兎５頭ノ血

漿内二於ケル養育状態ヲ検セリ、其成績ハ第ｄ表二

　　　

第ｄ表

　

家兎血漿二於ケル｢７゛リセリゾ｣

　　　　　

寒天二培養セル上池株ノ養育

家番
兎妓

第一回
線査時

ノ蔚重

　(瓦)

培　　養　　成　　績

第一同
(10/X)
第二回
(､20/X)
第三同
(30/X)

第四回第五回

(11/XI)¦<:21/XIﾝ

26　2200 (刑 (十) (士) (+幻 (十十)
27　: 2150 1十十）（＋） (一) (+幻 ﾚ刑

41　　i　2250(十) (士ﾝ (－) (十) (十)

46　, 2250 (十) (土ﾂﾞ (一) (十) (十)

51　　2050 (＋) (＋ンレー) (＋) C＋）
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りセリｙ｣寒天培養ヨリ順次二菌液ヲ作り｡タリ。

　　　

第ｇ表

　

異ナル培養基二培養セノl／人型

　　　　　　

結核菌ノ晋育状態ノ比較

ｌド
藍　重
　(瓦)

培　養　成　績

「グリセ

リソブイョソ」浮
游培養菌

’ｙリ　セ

リｙブイ
ョゾ」馬

鈴薯培養

菌

「ｸﾞリ　セ

リｙ」寒
天培養菌

j02 2350 1（什）（十） (＋)

106 2250　　1　　（十十）　　｜　　（十十）(十十｀)

109 2200 （十）！（十） (十)

115 2250 （十）ｉ（十） (十)

116 2050 1（十十) I (十十） (十十)

S.c.c.

　

7日

【第17巻

其成績ノヽ第ｇ表二示jス如ン。此表ニョレバ「グリセリ

ｙブイヨｙ」培養ノモノガ102琥１例二於テヨリ晋育

佳良ナリ。他・ヽ總ジテ培養成績ニ,ハ大差ナシ。

以上ヨリジテS.ｃ.ｃ.法二使用二供スノl／菌苔。･ヽ晋育良

好ナルモノヲ選ビ新二晋育シタノレ菌膜ヲ分離シテ用

フ事適富ナリ。

而ヅテ３同二亙ル賓験二於テモ常二大差ナキ成績ヲ

得タルコ1ヽヨリシテ上池株ノヽS. ｃ.ｃ. ニ使用ヌルユハ

最モ適常ナル菌株ナランペ

リｙブイヨン」培養ｊリ得ﾉl／事最モ適常ナノリロシ’。元

来貢験二際ヅテ｡ハ常二對照試験ヲナス＝－ヨリ馬鈴薯

培養菌叉り゛リセリｙ」寒天培養菌ニテモ使用シ得ノl／

モノナリ。

第一節

　

仝血液、血漿及赤血球内二於ケノl・人型結核菌ノ発育

全血液内二於ケル結核菌ノ登育ハ今村、西村法

ニョリテノヽ従来ノ溶融｢パラフィン｣封鎖法ニョ

ルヨリモ登育程度八一般ニョリ可良ナリ、之既

二一部西村が述フリレモ余ノ責験二於テモ然リ。

先之ラ記シ更二血漿、赤血球内二於クル登育状

態トノ間ノ比較ヲナセリ。全責験テ通ジ列

上池株テ用‘ヒタリ。

　　　

第一項

　

全血液内二於ケル大型

　　　　　　　　

結核菌ノ登育

(Ｉ)健康動物及ビ人間全血液内二於クル人型結

　　

核菌ノ馥育

　　

(１)健康海狽

賓験二使用セル海=狸中107頭ニツキ全血液内一

於ケル登育程度ノ統計ラドタリ、登育程度弱キ

モノニ｡ハ２同一３同賓験セリ。其成績ハ第１表

二示ス如シ。此表ニョレバ殼育程度ノ差異アル

ヲ認ムルモ全醍二於テ殼育可良一シテ全ク殼育

ヲ｀認ノデルモノノヽ１例モナシ、雌二佐藤、緒方、

　　　

第１表健康海瞑全血液内二於ケノl／

　　　　　　　

人型結核菌ノ登育

晋育程度 (冊) (升Ｏ (十) (士)
〃

(一刀計

賓　　斂 18　59　2（　6 ２Ｊ　Ｏ
　！

107

百分率
16.8 55 j 20.6 5.6

　％　% %＼･％

１．９　０

　％　％

100

　％

S.cc.

　

7日

直川、伊藤、Meissner等｡ハS. c. c.法ニョル

ニ健康海痕全血液内ノ大型結核菌脅育ハ可良ナ

リト云フ、叉殼育程度ハ個カユヨリテ異ナルモ

ノナル事モ認ノラル、然レドモ余ノ賓験二於テ

ハ全ク賛育ヲ｀認メザルモノナシ、之ハ要スルニ

S. c.c.法ノ改良二基クモノユシテ、流動｢パ

ライフン｣法ノ優秀ナルタメー=－シテ、他方ニハ余

がS. c. c.ニ常リテ液醒培養基二増殖セル菌テ

用ピクル事モ其一因ト考フ、、

　　

ぐ２)健康家兎

家兎二於テモ海抜同様75頭ニツキ登育状態ノ

統計ヲレタリ、其成績ハ第２表二示ス如シ。此

表ニョルモ全ク殼育ラ見デルモノナシ、健康家

兎二於テモ全血液内二於ケル人型結核菌ノ登育

ダヽ一般二可良ナルモ海抜二於グルヨリハ不良且

個性差異多キモノlヽ認・･ラル。

　　　　

第２表

　

健康家兎全血液内二於ケル

　　　　　　　

人型結核菌ノ我育

　　　　　　

－

晋育程度

"
賓

　　

数

一一

百分卒

(柵)

-

　

６

Ｏ
％
只
）

(榊)

こ
溜

(十十)

-

21

28

(十) (士)j

-

　

81

"1
10.6

　

殉

(一) 計

ｏﾄ75

ＯﾊﾞL00

瓢

　

％

　　　　　　　　　

S.c.c.

　

7日

　　

（３）所謂健康者

阪大學唯及ビ看護婦生徒ニシテ一見健康ニテ通
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第３表

　

所謂健康者全血液内二於ケル人型

　

結核菌ノ費育(ピノl／ケ氏反喉トノ開係)

　　S.c.c.

　　　參育程度

ピノレケ
　氏反吃

　　ｉ(恥(升)

　　Ｊ

(十) (士．(－) 計

陰　　　性 18　　23，　3423 0 98

陽　　　性 ０ 30 1 29 ５ １ 65

計　（％）
18
1
53 63 28 １ 163

　　　　　　1　　　「11.032.5 38.6

　　　％　％　％
17.1
　％

０．８

　タダ　／り

100
　％

　　　　　　　　

S.c.c

　

7日判定

學或ハ勤務セルモ/ 193名－ツキ冊育状態ヲ･見

タリ。

其成績ハ第３表二示フ、如ク全ク殼育ラ見ずルモ

ノ僅ニ１例ナリ、而シテピルケ氏反庶ハ39．8％

陽性タル事モ考慮ソヽベキコトナリ、人全血液内

二於テノ登育八一般二海抜及家兎一比シテ可良

ニシテ培養７日ニテハアマリュモ碓育旺盛ニシ

テ差異ラ認ノ難キ故培養５日－テ判定セリ。

627

育旺盛ナルモノ多ク、陽性者二於テモ碓育阻止

セラレデルナリ。

(Ｕ結核感染動物及ビ詰核患者全血液内二於ｙ

　　

ル人型結核菌ノ特育

　　

(１)結核海祝

結核感染ニョリテ一定時日後一Ｊヽ全血液内二於

テ人型結核菌ノ特育阻止作用が特現フヽルコトハ

佐藤ノ初。･テ述デル所ニシテ余モ亦25頭ノ海

瞑二就テ上池株ノ種々ナル菌量ヲ接種シ、１ヶ

月、２ヶ月牛、４ヶ月後lヽ観察シ其接種前二於

ケル全血液内二於ケル人型結核菌ノ特育状態ト

接種後二於ケルモノトヲ比較セリ。其成績ハ第

４表二示フヽ如シ。之ニョレバ｢ツ｣反庶ハ１ヶ月

ニシテ弼ク４夕月－シテ弱キュ傾ク、而シテ全

血液内二於ケル人型結核菌ノ特育ハ接種前二比

シテ各群トモニ阻止作用が現ハレ１ヶ月後、２

ヶ月牛後二弼ク４ヶ月後ハ弱クァルモノハ接種

前ト特育状態憂ラデルモノアリ、叉接種菌量ノ

菟と包氏反座陰性ノモノーハ陽性者二比シテ登

　　

異ナルニョリ馥現スル阻止作用－モ相異が認ノ･

　　　

第４表

　

人型結核菌(傅研上池株)接種前後二於ケノ1/海挑全血液内二於ケノ1／人型結核菌ノ培養成績

海番
仮枕

接種菌量
(皮　下ﾀ

接　種　前 接種後１ヶ月 接種後２ヶ月半 接種後４ヶ月

僣重
(瓦)
｢ク｣
反咆
培養
成績
僣重
(瓦)
｢ク｣
灰塵
培養
成績
僣重
ぐ瓦）
｢ク｣
反鹿

培養

成績

栽重

(瓦)
「ク」
反鹿
培養
成績

１ ５肢 400 1（－） (併) 350 (軟) (－) 死　１ ｜

２ ｙｌ 370 (一) (併) 350 (併) (一) (升) (±) 345 (十) ご併ｼ

４
日 470 (一) (十十) 400 (升ﾝ (一) (十) (一) 330 (十) (十)

６ １駈 400 Q－ﾉ (･H+) 340 (恥 (一) 死
ｌ

７
９９ 425 ぐ一） 叫） 410 (併) (－j〉 (升) :　　425 (十) (㈲

８
り 420 (一ﾉ (冊) 390 (佃･) (十) ○冊） (十) 520 ぐ柵） (併)

９
１・ 390 (一) (併) 350 (升) (十) (十) う90 ご十卜　併）

11 1/lo駈 460 (－) (併) 340 (升) (十十) 死
ｌ

｜
｜

14 ・・ 460 (－) (升 370 (十) (－) (十) (一仁　　390 (十) (蕪)

15 日 460 (－) (併) 380 C升） (一) (什) (一) 400 (十) (㈲
16 Vioo m 450 (一) (冊) 400 (十) (升レ (十) (十十) 400 (十) (冊)

18 ｌ） 480 (－) で併） 450 (十十) (十) (升) (升) 480 (十) (併)

20 日 450 (一) (枡) 400 (十) (十) (勺 i　395 (十) (併)

23 VlOOO M 420 (一八(昨 410 (十) (升バ (十) 1　510 (十) (併)

24
り 450 (一) (冊j 400 (十) （ﾀﾞ十） (十) (十十ノ　5S5 (十) (併し

25 ｌ・ 470 (一) (冊 460 ぐ礼犬（士） 八十） ･r冊卜　460 （±）三舟

26 健康對照 370 レレ（併） 370 (－) (併ｯ　　死
Ｉ

１

｜

27 １１ 400 ご一） (冊) 甘0 (一) (蒼) (－) (冊　　　　　420 C一） (蕪ﾉ

101 ９９
１　‘ ｉ 150　ぐ一）：（併　　180 （一）（恥，

S.c.c.

　

7日 海狼ハク，ベテ↑
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ラル。個性ニョリテモ相違アルモノナリ、或程

度迄｢ツ｣反比ト拉行ソ、ルモノニシテ｢ツ｣反礁ノ

減弱二件ヒテ良育阻止作'日が減ズル傾向アリ。

而シ々菌量多キ時ハ陰性｢アユわレギー｣ニ傾クモ

ノアリト考ヘラル。

　　

(２)結核家兎

家兎８匹一耳静脈ヨリ上池株１胚テ感染セシ

八

　

６週後二於テ全血液内二於ケル人型結核菌

ノ碓育刊命シ、感染前ト比較セリ。其成績ハ第

５表二示人如シ。此表ニョレバ結核感染後６週

二於ケル全血液内二於ケル人型結核菌ノ登育ハ

感染前二比シテ阻止セラル事ヲ認ム。

　　

第５表

　

人型結核菌(傅研上池株)接種前後二

　　　　

於ケノl／家兎仝血液内二於ケノl／人型

　　　　　　　

結核菌ノ培養成績

家番
兎技
接種菌量
(耳評脈)

接種前 接種後６週間

鈴重
C瓦ﾝ
培養
成績
僣重

(瓦ﾝ

培養
成績

２　　１駈　1 2250 ベ併） 2050 (十)

4　　‥　i 2400 ベ冊） 2250 (士)

5　　　，，　，2200 （升） 2100 (十)

6　1　　，，　　2100　（＋）2050 (一)

７　　　り　　　2050　（十） 1900 一）

8　　‥　　2150 (十十）1950 (士)

Ａ１對照健康2300 (十十）2350 (升)

A2　　，，　　2100　（十） 2100 (＋)

　　　　　

｀

　　　　　

S.c.c.

　

7日

　　

(３)結核患者

昭和９年５月－６月二阪大今村内科入院ノ肺結

核患者78名－ツキ急性慢性及軽重ニヨうレ病型

別ヨリ観察セリ、其成績ハ第６表二示ソ、如シ。

之－ヨレバ急性症状ニテ重態ナルモノニ阻止作

用ノ減弱セルモノ多ク、中等症、軽症ニハ阻止

作用弼キ傾向アリ、慢性症状ノモノーテハ一定

セザル傾向多シ、入院患者ニテ軽症ノモノ比較

的少ナク病型モ亦匯々こーシテ其血液内二現ハル

ル結核菌特育阻止ノ作用モ亦匯々タルモノナ

リ､、然レドモ直川ノ云フ如ク｢ネガチーベアネ

ルギー｣ニ近ヅクユ従ヒ全血液内二於ケル人型

結核菌ノ特育阻止作川ノ減弱アルバ認ノラル。

而シテ全般的二見テ甚グシク阻止作用ヲ示フ、モ

【第17巻

第６表

　

肺結核患者仝血液内二於ケル

　　　

人型結核菌ノ培養成績

＼培養
　＼成績
病　＼
　型　＼

(十十) (十) (士) (－) 計

急

性

一

慢

●●

軽　症1　り　！　Ｏ　ｉ　ｌ　ｉ　１ ２

中等症 ０ ９
心
９ １ 12

重　症 ８ ４ ３　ｉ　ｏ 15

軽　症･　４ ６ ３　　１ 14

中等症 ５ ９ ８ １ 23

狂丿重　症 ０ ３ ２　１　１ ６

播種型 ２ ２ １ ２ ７

計　l19 26 27 ７ 78

　　　　　　　　

S.c.c.

　

7日

ノ少ナシ、此黙直川ノ報告卜異ナルノ｀ゝ流動「パ

ラフドこS． ｃ.ｃ．法ニテノヽ人間ノ血液内ニテハ

鈴リュ良ク農育ス川頃向アルタノナリ。

　

第二項

　

血漿内二於ケル大型結核菌ノ護育

（Ｉ）健康動物及ヒ人間血漿内二於ケル人型結核

　　

菌ノ賛育

　　

（１）健康海狸

前項二於テ述ベタルト同一ノ海狸107頭ニツキ

血漿内二於タル人型結核菌ノ殼育ヲ観察セリ。

其成績ハ第７表二示ス如シ。

　　　　

第７表

　

健康海倶血漿内二於ケノl／

　　　　　　　

人型結核菌ノ晋育

晋育程度 (柵) (併) (十十)(十) (±) (一) 計

賓　　撒　ｉ　ｌ 21 26 29 10 20 107

ﾊヽ率　o･j119.6　％
24.4

　　％
27.3
　％
9.3
　％
18.6
　％

100

　　％

　　　　　　　　　

S.c.c.7日

郎チ多数二於テ賛育可良ナル刊

モノモ18．6％アリ、個性差異ノ原因不明ナル

モ各個二殼育程度ノ相異アリ､。而シテ全血液内

(第１表)ニ於ケルモノト比ノ、レバ登育盛ナラ

ズ。

　　

(２)健康家兎

健康家兎75頭ニツキテモ同様ノ賓験ヲ行ヘリ、

其成朧ハ第８表二示ソ、如シ。自]チ賛育程度ノ相

異アルモ大膿二於テ賛育ヲ･認ムルモノ多シ、然

レドモ海抜血漿二比シテ多少登育程度低ク家兎
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第８表

　

健康家兎血漿内二於ケノl／

　　　

人型結核菌ノ我育

費育程度 ﾀﾞ冊）准）ぐ十十ﾉ (十ｸ (士) (－) 計

貨　　敷 ０ 〃∂ ８ 16 20 26 75

百分率
０
％
６．７

　ﾁﾞ。

10.7

　％
21.3
　％
26.7 34.7
　％，≒

100

　　％

　　　　　　　　　

S.c c.　7 日

全血液(第２去リー比ﾌ､レバ令育不良ナリ。

　　

(３)｢ツべルクリン｣反吃

費育程度 (冊) (併平紐∧十) (±) (－) 計

貨　　撒　　０ 13 8　11
　1

12 16 60

百分率
０

％
21.7
　％
13.3 18.3 20.0 26.0 100

　　％　％　ﾀよ　％　％

　　　　　　　　　

S.c.c.7日

赤血球沈降速度ノ促進アルモノ４名アリ是等ノ

登育程度ハ匯々タリ、叉｢レ｣像二於テ石灰沈著

アルモノ５名、肺野及肺門部二陰影噌加アリ過

去二於テ結核感染確カユアリタリト考へ得ルモ

ノ８名テ認ノ中５名ハ殼育程度(－)、３名ハ

(士)ニシテ是等ハ殺育阻止ノ傾向アリ、然レド

629

免疫以外二個値ノ相異ヲ･認ムルヨリ他ナシ。

　　

｢４バツ・ヽごルクリン｣反古陽性ノ健康者

阪大病院勤務ノ醤員、看護婦几ビ助手ニシテ健

康ニテ勤務セルモノノ中(2000倍稀即液0．1托

皮内反底48時間二於テ特赤ノ直径５粍以上ヲ

陽性ト勺陽性者j7名ニツキ血漿内二於ケル人

型結核菌ノ特育状態ヲ･兄タルニ卵10長二示人

如シ。こづ心９長ト比較ﾉヽルニ｢ツ｣反腔陰性者

=一比シテ鍵有程度多少低キ傾向アリ、郎チ｢ツ｣

反礁陽仕こ片ニハ具育阻止作用ノ現ハルル場合ア

ルユ゛知ルモノナリ。

　　

第10表

　

フツ｣ぱ鹿陽性ノ健康者血漿内二

　　　　　　

於ケル人型結核菌ノ晋育

肛几） （冊戸（十）　g士ﾂﾞ (一) 計

貨　撒　０　　６　　８　　１１ 12 37

百分率　Of.16.2≒21.6％29.8％ 33.5％100ﾁﾞぶ

　　　　　　　　　

S.c.c.

　

7日

(ｎ･結核動物及ヒヽ詰核患者血漿内二於ケル人型

　　

結核菌ノ特育

　　

(1ﾉ結核海痕

第一項(Ｕ)ノ(1ノユ述ベタルト同様ノ海痕ニツ

キ血漿内二於ケル人型結核菌ノ登育状態ヅ結核

感染後１ヶ月、２ヶ月牛、４ヶ月ニテ観察セリ。

其成績ハ第11表二示ぺ如シ。｢ツ｣反庶ハ１ヶ

月後二弼陽性ニシテ１ヶ月後二於う゛弱キュ傾

ク、而シテ血漿内二於ケル人型結核菌ノ巌育ハ

１夕月後二於テ全ク阻止サレ、接種菌量多キモ

モ｢レ｣像二於テ結核感染全ク無シト考へ得ルモ

　　

ノニハ勿論、接種菌∇4y少キモノニ於テモ著明ニ

ノニ於テモ登育程度不良ナルモノアル故二感染

　　

阻IL作用刊

　　　

第11表

　

大型結核菌(傅研上池株)接種前後二於ケル海狼血漿内二於やレ人型結核菌ノ培養成績

海番
狼琥

２

－
４

－
６

－
７

－
８

－

９

接種菌最

(皮

　

下)

５駈

－－

－

一一
１駈

-一一

１７

７ｉ

　

接

一
僣重

(瓦j)
－一一
400

-
370

-
470

-
400

-
↓25

一
420

-
390

種

-
｢ツ｣

反唯
一
(-ﾀ
ｰ
(一)
-
乙＿!

前

一
培養

成績
-
(刑
-
(十)
-
(十)
-
(十)
-
(升)
-
(榊)
-
(十)

髄重

(瓦)
-
350

-
350

-
400

-
340

-
410

-
390

-
350

｢ツ｣
反鹿

接種後１ヶ月

　　

ｌ

　

接種後２ヶ月牛

養
績
培
成

(併) (一)

(併) (－)

(十十) (一八

(併) (一)

(併) (一)

(併) (一)

(升) (一)

--一一一一
勉重11

(瓦イ

死

仕

-

(十十)

-

(十)

月半　１　接種後４ヶ月

｜培養
　成績

若重
(戈j
｢ッ｣
灰塵
培養
成績

｜
１

(一) 345 I (十） (士)

(一) 330 （十ﾝ　（一）

！　　　１

425 (十） (一)

（士）＝　320 (十) (彬
390 (十) C一）

ツ∠培養
ぱ町レ成績丿瓦）

一 一

　　

叱

Ｉ

　

㎜㎜㎜

Ｗ

　　

・
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11 1/jo屁　　460 (－) (併ﾚ 340 (升) (一) 死

14 ,，　　　　460 (一) (土) 370 (十) (－) (十) (－) 390

400

(十) (士)

15 9y　　　　　460 (一) (士) 380 (十十) (一) (十十) (－) (十) (－)

16 Vioo m　　450 (一) (十十ﾝ 400 (十) (－) (十) (一) 400 (十) (十十)

18 ､.　　　　480 (一) (十) 450 (十十) (一) （十十’ (一) 480 (十) (一)

20 ･9　　　　　450 (－) (+鮒 400 (十) (一) (＋) 395 (十) (一)

23 1/1000駈　　420 (一) (十) 410 (十) (－) (十) 510 (十) (－)

24 ,、　　　　450 (一) 洲） 400 (十) (一) (十) (一) 535 (十) (十)

25 ･y　　　　　470 (－) (十十) 460 (十) (＋) (－) 460 (±) (±)

26 對照健康　　370 (一) (十十) 370 (一) (十十) 死

27 ,，　　　　400 (一) (併) 440 (－) (嫉) (－) (統) 420 (一) 呻）
101 ・９ ｊ　　ｌ　　ｌ 1　450づ－） ぐ鮭） 480 (－) (併)

　　　　　　　　　　　　　　　　　

S.c.c.7日

止作用ヲ橿績シ、４ヶ月後二於テ接種菌量少ナ

キ群及ビ其他ニハ阻止作用二多少ノ減弱が認ノ

ラル、印チ阻止作用ト「ツ」反恚トノヽ拉行テ保チ

テ経過フ、ルモノト考ヘラル、而シテ此開係ノヽ全

血液内二於ケルヨリノヽ顕著二表ノリレルハ全血液

S. c.ｃ. －テハ赤血球ノ介在が結核菌殼育ラ盛

ニシテ阻止作用ヲ登現シガタキュ至ラシムル如

ンＯ

　　

(２)結核家兎

海狽同様上池株１．０廷叉ハj/lo胚ヲ耳静脈二接

種シ接種後20日、40日ト観察セリ、其成績ハ

第12表二示ソ､如シ。感染後20日－シテ血漿内

二於テハ人型結核菌ノ登育阻止作用ラ認ノ、40

日二至リテ其力強シ。此鮎海狸二於ケル賓験ト

同様ナリ。

　　

第12表

　

人型結核菌感染前後二於ケル家兎

　　　

血漿内二於ケル人型結核菌培養成績

家番

兎胱
接種菌量

(耳静脈)

接種前 接種後
20　日

接種後
40　　日

栽重
(瓦)
培養
成績
栽重
r瓦）
培養
成績
僣重郊養
(瓦)試植

11 １胚 2200 (升) 2100 (十) 2050 (一)

12
>.
2100!(++) 2050 (－) 2050 (一)

13 ｌｙ 2150 (十) 2000 (一) 2000 (一)

14 1/lo狐 2300 (十) 2280 (－) 2230 (一)

15 ９９ 2200 '十十）2100 (一) 2100 (－)

16 り 2250 (冊ﾉ尹50 (－) 2100 (－)

17 對照健既2200 (十十)2150 (冊) 2220 (升)

18 繁繁 2100 C十十） 2150 (升) 2150 (十十)
-

(３)結核患者

S c.c.　7 日

海狼ヘスペテ舎

　　

昭和10年４月－６月二至ル間阪大今村内科二

　　

入院ノ肺結核患者54名ニツキ病勢別ヨリ観察

　　

セリ。其成績ハ第13表二示ス如シ。此表ニョ

　　

レバ(廿)２、３．７％、(十)16、29．5％、(士)13

　　

24．0％、(－)23、42．5％ニシテ登育阻止アル

　　

モノヲ相常撒二認ム。重症ニシテ馥育ぐ丑)ナル

　　

モノノ｀ヽ２例二過ギズ、是等ノ｀ヽ陰性｢アネルギー｣

　　

ニ傾クルモノト考ヘラルｏ

　　　　　

第13表

　

肺結核患者血漿内二於ケノl／

　　　　　　　　

人型結核菌ノ培養成績

＼培養

　＼成績

病型＼＼
(升) (十) (士) (－)． 計

ぷ軽症 Ｏ　１　０ ０ １ １
11.il・

性

中等症 ０ ０ ０ ２ ２

重　症 ２ ９ １ １ 13

揚!轄　症 ０ ２ ０ ０ ２
ｌ八

●●

中等症 ０ ２ ９ 15 26

弓重　症 ０ １ ２ ３ ６

播種型 ０ ２ １ １ ４

計 ２ 16 13 23 54

　　　　　　　　　

S.c.c.

　

7日

重症ニハ(十)ハ９例ニシテ阻止作用ノ減弱ヲ示

セリ。中等症、軽症二於テハ殼育ノ(土)、(－)

ナルモノ多ク登育阻止サ示セリ。之特二慢性患

者二多ク見ル所ナリ。郎チ結核患者ノ血漿二於

テハ阻止作用八一般ニ｢ツ｣反古陽性健康者ノモ

ノヨリ尚一雁強キ感アリ、流動｢パラフ４ン｣

S.c.c.法二於テダヽ結核患者全血液ニテハ強キ阻

止ヲ認ムルモノ少キハ殼育良好二過ギル篤ナル
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が、血漿ヲ以テスル場合。･ヽ登育阻止作用ラ比較

的明カニ認メ得ルモノナリ。

　　

第三項

　

赤血球｢メデ４ウム｣ニ於ケル

　　　　　　　

人型結核菌ノ護育

全血液ト血漿内二於ケル人型結核菌ノ登育状態

ノヽ其程度二相異アリ。之ハ赤血球ノ介在スル事

二大ナル原因アル事ハ明白ナリ。此處二於テ赤

血球｢ｙディウム｣ニ於ケル人型結核菌ノ登育状

態ニツイテ賓験セリ。赤血球ハ被検動物ヨリ杓

彬酸｢ナトリウム｣－ヨリ凝固ラ防ギ探血シテ遠

心分離シ滅菌生理的食盛水－テ散同洗藻分離

ス、此場合僅カノ食堕水ハ含マノレノレモ血漿及柏

櫛酸｢ナトリウム｣ハ殆ド除去サル。然レド゛モ赤

血球ノミーテノヽ最早凝固セデル錫二全血液及血

漿ノ如ク直接S. ｃ.ｃ．法ヲ行フハ困難ニシテ、

(Ａ)毛細管培養法ラナシ後塗抹標本ラ作ル方法

ト、(Ｂ)既検ノ家兎血漿トラ混合シテ行フS.c.c.

法トユヨリテ賓験セリ､、此場合赤血球ト血漿ノ

混合ハ略ｔ同量トセリ。

(Ｉ)健康動物赤血球浮游液内二於ケル人型結核

　　

菌ノ登育

(１)健康海挑

　　

(Ａ)毛細管培養法ニョル成績

健康海倶10頭ヨリ洗藤赤血球ヲ分離シ0．45托

二人型結核菌浮游液0．05托列昆合シ毛細管内

二封入培養シ７日後二之ヲ塗抹標木ラ作リテ検

シタリ、其成績ハ第14表二示ス如シ。

　　　

第14表

　

健康海狼赤血球二於ケル

　　　　　　

人型結核菌ノ登育(Ａし

梅桃番彼 僣重(瓦)i｢ク｣反吐 培養成績

303 1 400 一） (鮭)

304 460 （－ﾉ　　（併ｿﾞ

305 430 (一) (併)

306 420 ･一） (併)

307 420 (－j) (+杓

308 430 (一) (升)

309 440 (一) ご併）

310 145　　（－） (併ﾝ

311 400 (一) (冊ﾝ

312 420　1　（－）　！　（十ﾂﾞ

毛細管法７日

631

此表ニョレバ健康海狽赤血球りデ４ウム｣ニ於

ケル大型結核菌ノ登育ハ甚グ旺盛ナリ、然レド

モ毛細管培養法ニテ塗抹標本ヲ作ル場合結核菌

集落ノ流失アリ且叉菌ノ分布状態が甚グ不規則

ニシテ多小ノ正確サヅ訣ク感アリ。

(Ｂ)既検血漿混合S.c.c.法ニョル成績

海挑８頭ニツキ既二検査シテ人型結核菌ノ登育

ヲ･認ノ･デル健康家兎ノ血漿lヽ混合シテS.c.c.法

ラ行ヒ其結果第15表ノ如キ成績テ得タリ、此

表ニョレバ312 M、313琥ノ２例が多少稜育程

度低キモ他ハ總テ登育旺盛ナリ。312 m、313

貿ニツキテ。・ヽ別二全血液及血漿内二於テモ登育

旺盛ナラズ、印チ健康海鏃赤血球内二於ケル大

型結核菌ノ馥育ハ旺盛ナルモノ多ク、冊育不良

ナルモノハこラ全ク認メズ。

　　　　

第15表

　

健康海狽赤血球二於ケル

　　　　　　　

人型結核菌ノ貧育

海供養妓 若重(瓦) ｢ッ｣反竪培養成績

303 400　1（一つ　; C+H)

301 460 (一) (鰍)

305 430 (－) ､十十）

309 440 (一) (併)

310 討5　　万一） j冊j

311 400 (､一) (升卜

312 410 (一) (十)

313　1　420 (－) ぐ＋）

　

赤血球内培養・ヽ家兎血漿(－)ノモノ1・

　　　　

混合S.c.c.ヲ行ヒ７日

(２)健康家兎

　

第16表

　

健康家兎赤血球二於ケル

　　　　　

人型結核菌ノ費育

家兎番妓 僣重に瓦ﾉ 培養成績

51 210J　　1　(+h;

52 2600 (㈹
53 2200 (十)

57 2550 ぐ併ﾂﾞ

58 2100 (十)

59 2250 で十虻

71 2300　　1　　C十軋

7:] 2500　　　　（併）

赤血球内培養．･ヽ家兎血漿（一）ノモノ1ヽ

　　　

混合S.c.c.ヲ行ヒ７日
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健康家嘔８頭ニツキ既検血漿混合S. c. c.法ニ

ョリ赤血球(）デ４ウム｣ニ於ケル大型結核菌ノ

特育状態ヲ･検シタリ、其成績ハ第16表二示フ、

如シ、(丑八十)ノモノーツキテミノレ･ニ全血液内

二於アル碓育等シキカ或ハ低キモノナリ、叉血

漿内一於ケルモノヨリ・ヽ涅カニ可良ナリ、健康

家兎二於テモ海祝同様赤血球｢ノデイウム｣ニ於

ケル人型結核菌ノ今育ハ旺盛ナリ。

OI)結核動物赤血球浮游液内二於ケル大型結核

　　

菌ノ良育

　　

(１)結核海貌

　　

(Ａ)毛細管培養法ニヨ｡ﾉﾚ成績

海祝15頭二土池株ご・１．０廷、1/lo冦ノニ群二分

チテ接種シ１ヶ月、２ヶ月牛後毛細管培養法ニ

ョリ赤血球二於タル人型結核菌殼育状態ラ検シ

接種前二於ケル殺育状態lヽ比較シタル結果ハ第

17表二示ソヽ如シ。此表ニョレバ｢ツベルクリン｣

反庖陽性トナリ且全血液及血漿内－ハ共二人型

結核菌ノ登育阻止が認ノラルルニ拘バラス赤血

球｢ノデイウム｣ニ於テハ殆ド登育阻止ナク馥育

旺盛ナリ、１例二於テ接種前二比シテ特育程度

梢り氏キモノラ認ｙタリ。

　　　　

第17表

　

結核海狸赤血球二於ケル

　　　　　　

人型結核菌ノ晋育(Ａ)

海香
撲彼

接種菌ｍ接種前声援後１サ

(皮下) 聘重

(瓦，
一一400

｜ッＪ
反じ鹿

(一ﾌﾞ

培養
成績
髄重
(瓦)
｢ッ｣
反陀ﾐ
培養
成績

６　１賎 (㈲ 340 ｸ併)ぺ冊L)
　　　　ｊ７＝　　り 425 (一) (什リ

ー－(升)

410 桐ノ升）

８　　，， 420 (一) 390 J/(仕)

9１　　99　　詣90 万一）(併) 350 (冊) (升)

1L j/jo胚 摺0 (－) (併ムバ付0

　　　　－洲ゾ370

(十十)(併)

14　　　1･　　に160(－) (十) (肌
１５１ ･．　　レ160(一) j十十） 380 (升) (十十)

26對照健康I 370(－) (併) 370レ）(併)

28＝　　ﾀ讐 500 (一) (併)! 480 (－) (7併)

　　　　　　　　

毛細管法７日

　　

ぐＢ)既検血漿ト混合S.c.c.法ニョル成績

海銚10頭二上池株１．０冦テ接種シ接種前後二

於ケル赤血球ラ得、之1ヽ既検血漿トテ混ゼル

S.ｃ．ｃ．ニ於ケル人型結核菌ノ登育状態ヲ見タル

【第17巻

結果ハ第18表二示ス如シ。此表ニョレバ122琥

が(州ﾘｶﾞ叫-)トナレルノミュシテ他ハ結核動物

及健康動物ノ血球が菌登育上異ラデルテ知ル。

　　　　

第18表

　

結核海挑赤血球二於ケノ1/

　　　　　　

人型結核菌ノ我育(Ｂ)

海番
瞑彼
接種菌量

接種前 接種後１ヶ月

(皮下)㈹重,｢ッ｣
　　　　ﾌﾞ瓦二ぽ町

培発但重
成朧(瓦)

｢ク｣
反吐
培養
成績

120 上池株　１冦 F50 (一八冊) 526 (鮭) (冊)

121 ・タ 530 (－ﾝ (判 520 (併) (併)
122 り 510 (一) (併) 475 (冊) (十十)

125 500 (一) (十十) 450 (十) (十十)

127 り 490 (一) 准） 465 (併) (併)
128 ・讐 450 (一) (併) 420 (十) (併)

1291　　99
　　　｜

420 (－) (十十) 390 (十十)j十）

130 ｌｌ 485 (－ﾚ (十十) 480(升) (升ﾚ

132 り 510 (一) (十十) 500 (升)ﾄﾞ十ド

137 ９● 490 (一) (嫉) 500 (冊) (恥

(併)27 對照信仰540 (一) 油） 550 ぐ－）

　　　

赤血球二於ケノl／培養。･ヽ家兎血漿（－）ノ

　　　　　　

モノト混合S.c.c. 7日

　　

（２）結核家兎

家兎二於テモ海銚同様既検血漿混合S.c.c.法ニ

ョリｊ･賓験セル結果ハ第19表二示ソ、如シ。此

表ニョレバ各例二於テ接種前二於タルモノト接

種後二於ケルモノト、殺育状態二何等ノ相異ナ

シ。卸チ海倶及家兎ハ結核感染アル場合ハ全血

液及血漿内二於テハ冊育阻止アルニ拘バラス赤

血球「ノデイウム」内二於テハ殺育阻止作用殆ン

ドナシ。

　　　

第19表

　

結核家兎赤血球二於ケノl/

　　　　　　　

人型結核菌ノ費育

家香
兎妓

接種菌量
(耳評脈)

接種前 接種後１ヶ月

蔚重
(≒瓦)
培養
成績
蔚重
(瓦)
培養
成績

11 上池株１胚 2500 (佃･) 2330 (併)

12 讐● 2800 (併) 2600 (併)

14 り
2600 (桐･) 2545 (併)

21 ｌタ 2000 (併) 1770 (併)

22 讐９ 2400 (併) 2330 (併)

31 對照健康 2200 哺+） 2300 r併）

赤血球二於ケノ1／培養,ハ家兎血漿(－)ノ

　　　　

モノト混合S.c.c. 7日
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以上ヨリシテ健康動物赤血球内二於ケル人型結

核菌ノ特育ハ旺盛ナルモノト認ノ得ベク、結核

感染ヲ受クルモ尚特育ハ旺盛こーシテ特育阻止作

用八

ト血漿内二於ケル人型結核菌ノ特育状態二相異

アルコトハカカル赤血球ノ態度ヨリシテ明白ト

ナレリ。

　　

第四項

　

全血液、血漿及赤血球S． ｃ.ｃ．

　　

ニ於ケル人型結核菌ノ護育状態ノ比較

(Ｉ)全血液ト血漿トノ比較

　　

(１)健康海銚

健康海銚15頭ニツキ全血液卜血漿内二於ケル

人型結核菌ノ特育状態ノ比較リ

20表二示フ､如シ。此表ニョレバ殆ド總テュ於テ

全血液ノが血漿ヨリ特育可良ナリ。

　　

第20表

　

健康海狼仝血液及血漿内二於ヶル

　　　　　　

人型結核菌晋育ノ比較

海　番

狼　披

僣　重
　(瓦)

　　　培養成績

「、リ　ぱSぴl」，/　」/メ－1;Uy;

仝血液 血　漿

301　　1　　　400（､一）　消･）（十十）

302 380 （一）　（十十ﾉ　　（十）

303　' 400 （－）　ぐ升　（冊）

304　１　　470 （－）　准J　（士）

305 425 （一）　　　　　g十十）　　，　（一）

306 390 （－）　　ぐ十.， (一)

307 385 (一) （士．　（－）

308 460 (－) （土ｸ　（－）

309 455 (－) （併）１（十）

310 450 (－) (併) (十)

311 420 (一) (++) (一)

312 430　j（一） (十) (士)

313 410　1（－） （士）　｜　！べ〉

314 390　　！　　（犬　　；　　ぐ士　　　　　　C－）

315 430　！（一，１（士）ｉ（一）

　　　　　　　　

S.c.c.7日

　　

(２)健康家兎

健康家でニ於テ全血液ト血漿内二於ケル人型結

核菌ノ晋育状態ノ比較尹見タル結果ハ第21表

二示フ､如シ。此表ニョレバ全血液ノ方常二血漿

ヨリ脅育可良ナル事毎銚ト同様ナリ。

(II)全血液、血漿及赤血球ノ三者ノ比較

第21表

　

健康家兎血液内及血漿内二

　　

於ケル人型結核菌螢育ノ比較

家　番：芯　重
兎　技ｊ（瓦ﾚ

培養成績

仝血液・血　漿

51 2100 准）１（十）

52 2600 （昨　ｉ　（升）

53 2200 (土) (一)

　54
一一一　55

2350　1　ぐ十十｀ (十j

2150 （十二　．　（一）

56 2400 r十） (－)

57 2550 ご併ﾂﾞ　　　　　（十十ﾚ

58 2050 （士ﾉ　！（一）

59 2200 (十) (－)

60 2250 (升) ダ土）

71 2300 冊） (士)

72

　　　　---●
73

2400 (十ト　　；一)

2500 j冊）｜　斗）

74 2000 (十) (一ｯ

75　1　2150 (十) (－)

633

　　　　　　　　　

S.c.c.7日

(此場合赤血球ハ既検血漿混合S.c.c.法一ヨl／

リ)。

　　

(１)健康海銚

健康海銚８頭ニツキ三者内二於ケル人型結核菌

ノ殼育状態ノ比較リ･検シタルー其結果ハ第22

　　

第22表

　

健康海桃全血液、血漿及赤血球

　　

｢メディウム｣ニ於ケノl/人型結核菌螢育ノ比較

海番
倶披
暦重
(瓦ﾑ)
「ッ」
反感

培　養　成　績

全血液 血漿 赤血球

303 400 (－ｼﾞ (剌 (十十) (併)

304 460 (－) (併) :土） (併)

305 430 (－ﾉ (升) ソー） (升)

309 ↓↓０ (－) (併) ぐ十） (併)

310 445 (一) (併ｿ　　　ぐ十.，(+tt)

311 400 (一) (冊) (一ﾂﾞ (十十)

312 410 (－) (＋) (±) (十)

313 420 (－) (士) (－． (十)

對昭

　　j●lゝ
　　30

家兎
2000 (併ﾉ (－ﾝ

　･y
31 2200

ぐ併） (十ﾝ

S.c.c.7日　赤血球二於ケノl/培養ハ

　　

家兎血漿30ト混合S.c.c.
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表二示ヴ､如シ。此表ニョレバ全血液内二於ケル

特育状態卜赤血球S. c.c.ニ於ケル特育状態ト

ダヽ殆ンド等シク血漿内二於ケル特育状態ハ雨者

二比較シテ總テ低シ。

　　

(２)健康家児

健康家兄８頭ニツキ三者内二於ケル人型結核菌

ノ具育状態ヲ･検シタル結果ハ第23表二示フ、如

シ、此表ニョレバ６例二於テ全血液ト赤血球内

ノ特育状態ハ等シク２例二於テ赤血球内ノ方特

育程度良シ。然lﾉﾄﾞ｀モ血漿内二於テハ總テ特育

程度低シ。印チ健康海銚、家兎二於テハ全血液ト

赤血球内二於ケル人型結核菌ノ特育状態ハ略ｌ

等シキカ赤血球ノ方特育程度高シ。而シテ血漿

内二於ケル特育程度ハ前二者二比シテ總テ低ｙ。

　　

(３)結核海鏃

｢ツベルクリン｣反感陰性ナル健康海倶10頭ヲ

選ビ其全血液及血漿内二於ケル大型結核菌ノ特

【第17巻

第23表

　

健康家兎全血液、血漿及赤血球

「メｙイウム」ニ於ケノt/人型結核菌螢育ノ比較

家　番　聘　重
兎　姚　　ﾀﾞ瓦）

培　養　成　績

全血液 血　漿 赤血球

51　　2100 (鮭) (十) (併)

52 2600 (併) (升) (併)

53 2200 (士) (一) (十)

57 2550 (㈲ (十十) (併)

58 2100 (±) (一) (十)

59 2250 (十十) (一) (冊)

71 2300 (十十) (士) (升)

73 2500 (併) (十) (併)

對照30 2100 (併) (一) (蕪)

ﾀ･　31 2150 (併) (＋) (併j〉

　　

S.c.c.7日　赤血球二於ケノl／培養・･ヽ家兎30ノ

　　　　　　　

血漿ト混合S.c.c.

育ハ著明二阻止サル、唯128彼１例二於テ其阻

止作用多少弱シ。然ルニ赤血球S.c.c.ニ於ケル

育状態ヲ検シタル後上池株ラ接種シ１ヶ月ヲ･経

　　

登育状態ハ結核感染前二比シ122琥二於テ(柵･)

テ再ビ全血液、血漿及赤血球内二於ケル人型結

　　

-i･(丑)－ナレルノミーシテ他ハ總テ接種前ノ全

核菌ノ登育状態テ£タル結果ハ第24表二示ス

　　

血液内二於ケル登育状態ト異ナラズ旺盛ナリ。、

如シ。此表ニョレバ｢ツベルクリン｣反庶ハ１ケ

　　

之ハ要スルニ結核感染ニョリテ常二血漿内二人

月後二於テ２例が弱陽性ニシテ他ハ弼反庖テ呈

　　

型結核菌ノ登育阻止作用が登現スルモノニシテ

セ几全血液及血漿内二於ケル人型結核菌ノ晋

　　

赤血球側ニハ殆ンド賛現セザルモノノ如シ、而

　　　　　

第24表

　

結核海瞑仝血液、血漿及赤血球｢メディウム｣ニ於ケノl／人型結核菌晋育ノ比較

海
瞑
番

技

接種菌量
(皮　下)

接　　　　種　　　　前 接　種　後　　１　　ヶ　　月

鱈重
(瓦)

「ツ」
反嘔

培養成績

僣　重
「ク∠

反態

培　養　成　績

全血液 血　漿 全血液 血　漿 赤血球

120 上地株１堰 550 (一) (併) （十）　　j　　526 （併） (一) ご一） (併)

121 ｙｌ 530 (一) （併）， (十) 520 (併) (一) (一) (併)

122
９９ 510 (一) (併) (一) 475 (升ﾗ (－) (一) (十十)

125 ・タ 500 (一) (十十) (十) 480 (十) (－) (－) (升)

127 ・ヌ 490 (一) (併) (±) 465 (併) (－) (一) (統)

128 □ 450 (一) (併) (升) 420 (十) (十) (土) (十汁)

129 ９？ 420 (一) (十十) (十) 390 ４十） (－) (－) (升)

130
り 485 (－) (十十) (十十) 480 (+鮒 (一) (一) (++)

132 ・・ 510 (－) (十十) (升) 500 (十十) (－) (一) (十十)

137
り 490 (一) ぐ併） r十） 500 (升ﾗ (－) (一) (併)

27 對照健康 540 (－) （併）　ｉ　ぐ升） 550 (－) 洲） (十十) (併)

家兎30 り 2000 （併）ｉ（一）i　1910 (併) (一)

S.c.c.7日　赤血球二於ケノ1／培養.・ヽ家兎30血漿ト混合S.c.c
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シテ全血液内ノ脅育状態ハ赤血球ト血漿ノ登育

状態ノ組合セヨリ示サルルモノト考フ。

　　

ぐ４)結核家兎

家兎二於テモ結核感染ヲナシ副冥同様ノ責験ヲ

行ヘリ、其成績ハ第25表二示ス如シ。

　

第25表

　

結核家兎全血液、血漿及赤血球｢メテ≒

　　　

ウム｣ニ於ケノl／人型結核菌貧打ノ比較

家

兎
番
技

----

11

接　菌
種　量

接種前 接腫後１ヶ月

僣
重
培養成績 若

重
培養成績

気古池

ヽ-，皇
血漿
'‘｀l金波
瓦ご
ヽ､・血

血
漿
赤球
血

Tﾄﾞ辺り

　,，　　　2800

(㈲1(++j) 2330 rff･）
　　｜

(一ﾉ(IH+)

　　　　　　i

12 (㈲(十八600(十十) ｊ-ＮＸ　　ノ油）

14 9･　　2600叫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

(一) で併）

21 ﾀ･　　2000（併ﾂﾞ（十） 1770 (-ﾄ) (一)¦(+1+j

22 ,，　･2400（㈹（－） 2300づH･）(－) (併ﾉ

30参照健康2000 呻八－）1950:(併．(－)
31 ,，22ool洲（十） 2300(冊f) (＋) 消･j
S c.c. ７日

　

赤血球二於ヶル培養ハ家兎

　

30血漿ト混合S.c.c.

此表ニョレバ血漿内ニバ著明二費育阻止が認・･

ラルルモ全血液内二於テハ其費育阻止ハ比較的

軽度ナリ、而シテ赤血球S.c.c.ニ於ケル馥育状

態ハ接種前ノ全血液内二於ケルモノト相違ナク

費育阻止ハ認ムル能ハズ、此場合全血液内二於

テ著明二費育阻止テ示サデルハ結核感染ニョリ

テ得タル血漿内二於ケル費育阻止作用が甚グ彊

キモノニ非ずルタノ･費育促進二働カントノ、ル赤

血球lヽノ組合セニョリテ招来セシ結果ナラン。

卸チ海挑及家兎二於テ結核感染ニヨノレモ赤血球

－ハ殆ンド゛人型結核菌費育阻止二働クカハ認ノ

ラレズ常二費育促進二カテ持ツモノナリ、、此鮎

従来ノ幾多ノ研究ニモ述べ｀ラレデル所ニシテ余

。'｀ヽ結核感染ニョリテ生ズル人型結核菌貪育阻止

635

作用ハ血漿側二主トシテ貪現スルモノナリト信

ズ。海倶、家兎及人間二於テ結核感染ナキ健康

時二於テハ全血液内二於ケル大型結核菌ノ碓育

八一般二可能－シテ血漿内二於テー・ヽ可良ナルモ

ノ多キモ可良ナラデルモノモ相常ニアリテ個性

－ヨル良育状態ノ差異ヲj

赤血球りディウム」ニ於ケル具育状態ハ常二可

良ニシテ旺盛ナリ。結核感染ニョリテ全血液及

血漿内－ハ人型結核菌ノ貪育阻止作用が現ノゝノレ

ルモ血漿内二於テ特二著明ナリ。然ルニ赤血球

「ノディウム」ニハ碓育阻止ハ殆ンド具現セズ依

然貪育旺盛ナリ、赤血球ハ常二具育促進二カテ

致ザンlヽス。全血液内二於ケル大型結核菌ノ特

育状態ハ赤血球内二於ケルモノト血漿内二於タ

ルモノトノ組合セニョリテ示サルルモノト考

フ。白血球二開シテハ伊藤ハ血液内二於ケル大

型結核菌ノ碓育及ビ貪育阻止ニハ開奥セザルモ

ノト報告シ、余７ご亦稿テ改ノテ述デルモ白血球

ダヽ健康時二於テモ血液内ノ大型結核菌貪育ニハ

影響ナク、結核竟疫アル場合ニモ喰菌現象ハ充

分認ノ得ルモ結核菌ノ具育及貪育阻止ニハ何等

ノ影響？及が｀サズ。全血液及血漿内二於ケル健

康時ノ人型結核菌ノ登育二開シテハ海狸ハ家兎

ヨリ其程度高シ。結核感染ニョリテキズル具育

阻止作用ハ血漿側二於テ主トシテ貪現セルモノ

ニシテ赤血球側ニハ之ヲ認ノズ。人間二於テハ

結核感染ニョリテキズル免疫ノ過程ハ甚グ複雑

ニシテ一漑二人型結核菌ノ登育阻止作用ヲ述ブ

ルテ得ズ。叉結核感染ニョリテ生ズル血液内二

於ケル人型結核菌ノ貪育阻止作用ハ其個性ニョ

リ相異アリ、乍ズル見疫ノカノ如何ニョリテモ

叉相異り認ムルモノナリ。

第二節

　

血漿内二於ケル・人型結核菌発育二及ボス結核菌「ワタチこ／」ノ影響

前節二於テ健康時二於テ血漿内ニハ人型結核菌

ノ登育ヲ･認八結核感染ニョリテ血漿内二人型

結核菌ノ登育阻IL作用ノ特現フ、ル事ヲ･述ベタ

リ。先輩ノ業績ニョルニ全血液内二於テハ種々

ナル要約ニョリテ人型結核菌ノ特育状態二分動

アルコトガ述ベラレ、叉結核感染ニョリテ乍ズ

ル人型結核菌疲育阻止作用ニモ影響ヲ･典フルコ

トガ述ベラレタリ。余ハ結核菌｢ワクチン｣注射



636 賓来＝血漿内二於ケノ1／結核菌ノ晋育二就テ

－ヨリ血漿内二於ケル人型結核菌ノ賛育状態二

如何ナル影響テ典フルモノナルカラ賓験セリ。

　

第一項

　

牛型結核菌感染動物ノ血漿内二

　　　　　

於ケル人型結核菌ノ護育

　　

(１)海姚二於ヤル賓験

｢ツベルクリ句反嘸陰性ナル海姚10頭ヲ･選ビ

血漿内二於ケル大型結核菌ノ賛育状態ヲ･検シ然

ル後牛型結核菌傅染病研究所株１．０冦ヲ大腿皮

下二接種シタル後１ヶ月ラ経テ血漿内二於ヶル

大型結核菌ノ登育状態ヲ再検シ其結果ハ第26

表二示フ、如シ。

　　　

第26表

　

牛型結核菌感染海俣血漿内二

　　　　　　

於ケノ1/人型結核菌ノ晋育

海番
瞑捜

接種苗量　　接,種前
接種後１ヶ月

(皮　　下.･僣重○ｿ。培養肥で覗
(沢.リ戸い友績、ｺﾞＯ

りJi培養
ぼ町成績

312修牛菌１朕　420 r一)に州 410 二十十ﾝ 万一）

　　　　　｜313　　　l･　　　　400 ／　　へ・/　　｀ゝ
‘k‾ノX TtT:ﾉ

(一/併)

380 C+い(－

314　　　，，　　　390 380(升) ぐ－）ゝ　　，/

316　　　･1　　　　詔0(一)で昨 415 (十) (士)

317　　　，，　　　415(－ド十十平皿･(十十ﾚ(－)

319　　　　　¨　　　　　i　410(－バ士)∩00ぐ升/)(－)

320　　　　　，，　　　　！　420(一)ﾄﾞ布． 4o5ｿ十十)に一)

101　對照健康　1 415 (－)¦て十y 4209－) (十)

115　　　，，　　　420’－／十十i 420レー｀ (升)

　　　　　　　　　

S.c.c.7日

此表ニョレバ牛型結核菌接種後１ヶ月－シテ

｢ツベルクリン｣反忠ハ彊度陽性テシノシ、血漿

内二於ケル大型結核菌ノ特育ハ著シク阻止サ

ル。印チ牛型結核菌ヲ･接種シタル結核海貌血漿

内二於テモ大型結核菌ノ接種セル結核海貌血液

内二於ケルト同様人型結核菌ノ碓育ヲ瀧I止スル

モノナリ。

　　

(２)家兎二於ケル賓験

家兎５頭二牛型結核菌傅研株1．0胚り耳静脈二

接種シ、１リ：jザ紆テ血漿内二於万グル人型結核

菌ノ登育状態列

ノヽ第27表二示ソ､如シ。此表ニョレバ感染後１

ヶ月ニシテ血漿内二於ケル大型結核菌ノ賛育ハ

著シク阻止サルルコトハ海貌二於ケルト同様ナ

リ。家兎二於テモ牛型結核菌感染ニョリテモ大

【第17巷

第27表

　

牛型結核菌感染家兎血漿内二

　　　

於ケル人型結核菌ノ晋育

家番ｌ　接種菌量　
！　接種前 接種後１ヶ月

兎（（耳熊胆と） 頒重
ぐ瓦）
培養
成績
髄重
(%)
培養
成績

92 庫牛菌１胚 2050 (彬 2000 (一)

（　19 1950 (士) 1870 (一)

95 ●・ 2400 (十) 2350 (－)

97
i
l｝

　1
2250 (十) 2200 (一)

99 り 2100 r十十）2030 (－)

51 對照健康 2300 り4） 2250 (十十)

　　　　　　　　　

S.c.c.

　

7日

型結核菌感染ニョルト同様血漿内二於ケル大型

結核菌ノ殺育阻止作用が現ハル。印チ海筑家兎

二於テ免疫ノ一現象タル血漿内二於ケル大型結

核菌殺育阻止作用ハ人型結核菌ト同様牛型結核

菌感染ニョリテモ充分殺現フ、ルモノニシテ其間

特別ノ差異ヲ･認ムル能ハズ。

　　　

第二項

　

ＢＣＧ菌冤疫海瞑血漿内二

　　　　　

於ケル大型結核菌ノ護育

｢ツベルクリン｣反忠陰性ニシテ血漿内二於ケル

人型結核菌ノ殺育比較的良好ナル海銚10頭テ

選ビニ群二分チＢＣＧ菌５廷叉ハ１廷ヲ大腿皮

下ニ１回接種シタル後１ヶ月、２ヶ月－シテ再

ビ血漿内二於ケル人型結核菌ノ馥育状態ヲ･検セ

リ、其結果ハ第28表二示ソ、如シ。

此表ニョレバ｢ツベ「ルクリン｣反忠ハ１ヶ月、２

ヶ月後ニシテ彊陽性ヲ呈シ、血漿内二於ケル大

型結核菌ノ殺育モ１ヶ月後、2jヶ月後モ共二著

明二阻止サル、印チＢＣＧ菌接種ニョリテモ大

型結核菌接種ト同様二血漿内二於ケル人型結核

菌ノ良育阻止が認ｙラル、ＢＣＧ菌接種ニョリ

テハ各種免疫物質ノ生ズルノ｀ゝ幾多ノ賓験アリ。

　　　

ｆ
血漿内二於ケル結核菌殺育阻止作用モ免疫ノ一

現象トシテ常然タルベキナリ。

　　　

第三項

　

加熱死菌接種海瞑血漿内二

　　　　　

於ケル大型結核菌ノ護育

加熱死結核菌注射ニョリテ結核二對フ、ル免疫ノヽ

多クノ大ノヽ生ズルコトアルモ甚グ弱シト云フ、

税所(3'ハ｢ツベルクリン｣過敏性ノ殺生･ハ不定ニ

シテ仮令殺生スルモ弱度ニシテ生結核菌二對ス
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第28表

　

ＢＣＧ菌接種海狸血漿内二於ケノl/人型結核菌ノ螢育

-

海　番接種苗量l　　接　　種　　前 接種後１々月　’接種後２ヶ月

瞑弦¦(吃　ﾄﾞj
聘重訳]｢ッリ父七培養成績丿重ぐ瓦) 「九反咆址養成債蔚重づい「ッ」反方丈養成績

322 ５堰 390　　ぐ－ﾚ　・（併） 385 （併ｯ　ｊ　ｊ一j）！　:メ５　，（十十ン　　ソープ

323 9雫　　’　↓20　　（一）

　　　　　　　｜　　　　　‾一一-　　　-
,，　:　　425　　（－）

(十十) 420 ・併）

・十十）

（一）！　4n　　（十十） 　　-Ｊ

　　　　　一一－

／　　、、
１∽

　　　　　ノ326 j癩） 430 (－)
－
　　420 1（十十）

327 ９９ 410 (一) (十十) 400 (併ｸ (一) 400 (升) (一)

330 ●● 400　(-) (十ｿ　　　　　395 ’桐･， （一）・　郊O　（十十） (一j

331 １廷 415　1　（－） (十じ 400 准） (一) 400 (升) (一，

332 ,，　　　j　　　-1･20　　1　　（－）併） 410 、十十ッ (一) 410　1（十） (一)

335 蓼l　　　　↓20　（一） ご＋ﾉ 400 (什ﾚ (土) 390 (十) (一)

337 lﾀ　　　　｜　　莉5　，（一） (十十) 380 (十) (－) 375 (十ﾝ (一)

338 い 400 (一) (十十) 370 ﾀﾞ升） (－バ　380
　　d

升） .ダー)

一一一(十十・112 對照健康 420　（一） に冊） 410 (一) （十十）1 410 1（－）

113 い 詔O　　　ぐ－） ぐ＋） 425 匹） (十) 430 ぐ－　ｊ　ぐ＋）

637

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

S.c.c.

　

7日

ル免疫カハ生菌免疫ヨリ弱シトセリ、伊藤ハ加

　　

選ビ３日間隔ニテ1 rE)10 m叉５駈ラ５回皮下

熱死菌接種ニョリテ全血液二於ケヽ結核菌登育

　　

二注射シ最終注射目ヨリ１グ月ぎ匠テ血漿内ニ

阻止ハ殺生セズト云フ．、

　　

第29表

　

人型結核菌加熱死菌注射海狽血漿

　　　　

内二於ケル人型結核菌ノ曇育

海畳語射菌量　注射前　ｉ注射後１ヶ月

孜妓及ビ回収㈹重）一培養胎重
:>x'J)八1　　　　二瓦ﾝ反感成諭（瓦）

ぅ｣¦培養

反町咸抵

341 10胚５匝405 (一) (什 395 (一) ぐ柵）

342 ｙｙ 430 (一) (十) 430(－) (±｀)

344 ●● 420 (一) (士) 415

405

(－ﾚ

(－)

(士)

(升)347，　　¨　　　1　420(一) (十十)

350 ５胚５同 415ｿﾞ‾）(十) 400 (一) (十)

351 賢讐　　

∩35ｿ）

　　　　　　　　　　　　　　　｜

j十） 420 (一ｼ (゙十)

353 l｝　　ﾄﾞ20万一） ﾌ十十 410 (－) (十十)

354
タタ
415 (一) (併) 　400

-一一
　405
-
　415

ぐ－）(併)

112 對照健康 415で－）簿十） ／　　ゝ　-ノ (升)

113
ﾀﾀ　　
1 420i(-) で十） r-， ぐ十）

　　　　　　　　　

S.c.c.7日

余ハ血漿テ用ヒテ之ヲ賓験セリ。上池株テ加熱

80度30分ニョリテ死菌トナシ免疫原トセリ、

「ツベリレタリン」反庶陰性ニシテ血漿内二於ケル

人型結核菌ノ稜育比較的良好ナル海銚10頭ヲ

於ケル人型結核菌ノ登育状態ヲ検セリ、其成績

ハ第29表二示フ､如シ。此表ニョレバ｢ツベルク

リン｣反庖ハ注射前1ヽ同様陽性子呈フ､ルモノナ

ク、血漿内二於ケル人型結核菌ノ具育程度モ注

射前ト殆ンド愛ルコトナシ。唯１例二於テ(十)

ノモノガ(土)トナリタルノミナリ。此原因ハ不

明ナルモ加熱死菌接種ニョリテ。・ヽ大胆血漿内二

於テハ人型結核菌ノ登育阻止作用ハ登現セズ。

卸チ前節二於テ人型結核菌ノ感染ニョリテハ一

定時日後二海抜、家兎血漿内二人型結核菌ノ具

育阻止作用ノ登現フ、・コトヲ･述ぺ｀タリ、、而シテ

其他ノ結核菌｢ワクチン｣注射ニョリテモ大型結

核菌ノ登育阻止作朋テ登現ソ、、印チ牛型結核菌

ノ感染ニョリテモ海狸、家兎血漿内二於テ人型

結核菌ノ碓育阻止作用ノ登現アリ、叉ＢＣＧ菌

免疫－ヨリテモ海抜血漿内二同様ノ登育阻止作

用４澄明ソ、。然ルニ加熱死菌注射ニョリテノヽ府

批血漿内二於テハ殆ンド其阻止作用ザ認ノデル

モノノ如シ。

第三節

　

血漿内一於ケタ人型結核菌登育二及ボス飢餓

　　　　　

｢アチドージス｣及過糖状態ノ影響
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第一項血漿内二於ケル人型結核菌登

　　　　　　

育二及ボス飢餓ノ影響

全血液内二於ケル人型結核菌ノ肢育二及ボソ、飢

餓ノ賓験ハ緒方が既二報告セルトコロナルモ余

ダヽ前述ノ如ク赤血球ノ介在が登育促進二カアリ

ト云フ結果ヨリ赤血球ノ介在セデル血漿二於テ

ノヽ全血液ト同様ノ飢餓ニヨノレ影響アリヤラ賓験

セリ。

　　

(１)健康海抜

飼育二價レシメタル｢ツベルクリン｣反座陰性ニ

シテ血

シタル海痕９頭ラ選ビ充分監硯ノ下二絹對的飢

餓二置キ満３日ヲ･経テ再ビ血漿内二於ケル人型

結核菌ノ登育ヲ検セリ、其成績ダヽ第30表二示

ス如シ。此表ニョレバ154琥、157琥、202琥、

204琥、205琥、209琥ノ６例二於テ飢餓前二於

ケル登育状態ヨリモ軽度二良キ登育状態ザ示セ

リ、、然レド゛モ甚グシク旺盛ニナレルモノニ非

ズ、而シテ171琥、201琥、207琥二於テハ飢

餓前二於ケルモノト登育状態異ナラズ、印チ健

康海抜二於テ・ヽ飢餓ニョリテ多少登育可良二向

フ傾向テ有スルモ然ラデルモノモアリ、而シテ

【第17巻

第30表

　

健康海供血漿内二於ケノl/人型結核

　　　　

菌費育二及がjス飢餓ノ影響

海　番
挑　技

飢餓閉始前 飢餓後３日

叢重

(､瓦)
｢ッ｣
反咆
培養
成績
殼重

(瓦)
培養
成績

154 540 (一) (－) 495 (十)

157 425 (一) (十十) 370 (㈲
171 490 (一) (升) 440 (升)

20j 445 (－) (－) 350 (一)

202 425 (一) (－) 330 (十)

204 370 (一) (一) 310 (士)

205 410 (一｀) (＋) 320 (升)

207 610 (－) (一) 545 (一)

209 535 ぐ－） (－) 500 (士)

對照27 600 (一) (升) 580 (升)

,.210 480 (－) (－) 475 (一)

..226 535け－） (冊) 520 (升)

四

　　　　　　　　　

S.c.c.7日

登育阻止テ示スモノヲ認ｙズ。全血液二於テノヽ

アルモノハ甚グシク旺盛二向フモノアルモ血漿

内二於テハカカル事ナシ。

　　

(２)結核海挑

｢ツベルクリン｣反恵陰性ニシテ血漿内二於ケル

大型結核菌ノ登育比較的良好ナル海挑12頭チ

選ビ人型結核菌傅研上池株１胚ヲ大腿皮下二接

第31表

　

結核海狽血漿内二於ケノl/人型結核菌晋育二及タス飢餓ノ影響

海
撲

番
彼

接種菌量
r皮　　下り

接　　種　　前
接　　種　　後　　１　　ゲ　　月

飢　　依　　前 飢餓後３日

僣重(瓦) ｢ク｣反鹿 培養成績 磐重(瓦) ｢ク｣反嘸 培養成績 栽重(瓦) 培養成績

302 上池株１冦 420 (一) (什) 400 （十十j〉i（一） 340 (一)

303
り

450 (－) (十｀) 425 (升) (一) 410 (一)

306 ・・ 480 ト） （十）． 捕） (桐･) (一) 395 (一)

308
り 420 (－) (升) 390 (･H+・ (一) 350 (一)

309 り 430 (一) (併) 415 (十十) (±) 340 (十)

312 □ 475 (一) (十) 460 (升) (一) 395 (－)

314 日 490 (一) (升) 460 (十十) (－) 420 (一)

315
り 460 （-）レ士） 450 (併) (一) 410 (一)

317 り 440 (－) (一) 415 (併) (一) 370 (一)

318 99　曹･m!! 525 (－) (升) 515 (併) (一) 500 (－)

320 ・９　　　　り 550 ド） (十) 525 (･H+) (－) 520 (一)

50 對照健康 430 (－) (十十) 420 (一) (十十) 410 (升)

121
□ 420 r一） (＋) 410 ！（一汗I C+) I　410 (十)

S.c.c. 7日
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種シ１ヶ月ヴ経テ血漿内二於ケル大型結核菌ノ

費育状態？検シ、然ル後充分監覗ノ下二絶對的

飢餓二置キ満３日リ･繩テ再ビ血漿内二於ケル特

育状態ヲ検セリ、其成績ハ第31表二示ノ､如シ。

此表ニョレバ大型結核菌１胚接種後１ヶ月ニシ

テ總テュ血漿内二於ケル大型結核菌ノ費育阻止

が著明二現ノヽレ「ツベルクリン」反庖ハ強陽性り

呈セリ。而シテ飢餓満３日－シテ309貿１例二

於テ軽度二費育良キ傾向々認ノタルモ他ハ依然

トシテ費育阻止強シ。印チ結核感染ニョリテ得

タヽ血漿内二於ケル人型結核菌費育阻止作用ハ

飢餓ニョリテモ大筒影響サ蒙ルコト少ク其力強

キモノアリ、此黙緒方ノ結核海=姚全血液内二於

ケル状態ト異ナル、と丿ヽ全血液内二於ケル場合

。･ヽ飢餓ニョリテ赤血球側二費育促進ヲ強ムル何

等カノ作用が現ハルルモノト考ヘラル。此處二

於テモ余ハ結核感染ニョリテ血液内二現-^^ )ﾚﾉﾚ

人型結核菌費育阻!L作用ハ血漿内二強ク費現ノ、

ルモノ

　

ト確信ス。

　　

第二項

　

家兎血漿内二於ケル人型結核

　　　

菌護育二及ボス甕酸注射ニヨル

　　　　　　

「アチドージス」ノ影響

全血液内二於グル人型結核菌ノ費育ニ｡及ボス

「アチド｀－ジ勺ノ影響ニツキテハ西杜ハ各方面

ヨリ之テ観察セリ。余ハ血漿内二於ケル其動向

ノー端ヲ知ランド

「アチドージス」ラ起サシノ･こが血漿内二於ケル

人型結核菌費育二如何ナル影響サ及ボソ、カーツ

キ賞験セリ。

　　

（１）健康家兎

盛酸注射ニョリテ一過性二血中酸中和能カノ低

下ラ来スコト､ハ既二知ラルルトコロニシテ静脈

注射ノ場合ハ注射後約５分－10分ニシテ其程度

最モ甚ダシトサル。血漿内二於元人型結核菌費

育可良ナラザル家兎７頭テ選ビ1/loN盛酸殷重

１厄ニ５耗ノ割合二注射シ其後二於ケル血漿内

二於ケル大型結核菌ノ稜育状態プ検セリ、其成

績ハ第32表二示’､如シ。此表ニョレバ螢酸注

射後５分－10分ニシテ血漿内二於ケル大型結核

第32表

　

健康家兎血漿内二於ケノl/人型結核

　

菌晋育二及ｔ’ヌ嵯酸注射ニョノl／一過性ノ

　　　　　

「アチドーヂフヽ」ノ影響
一

　

″
ｊ
．
ｒ
ノ

　

一

　
　

一

　
　
　

一

　
　
　

一

　
　
　

一

　
　
　

一

　
　
　

一

　
　
　

一
對
一

重
う

　

瓦
叢
ぐ

－
ｓ番
競

家
兎

培

　

養

　

成

４･（ﾙ?1諧

績

一
注射後
24時間

41 2500 (-) I (十j Q､一）

42 2000 (十) '･+; r十）

43 2290 (一) l士） C一）

↓↓ 2380 (－) (十)

(十,)

(士)

45 2320 (－) C一）

46 ﾆ1990 (一) (±) (一)

47 2100 (－) (十) (±．

對照48 2150 (＋) (＋) ('＋ﾚ
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S.c.c.7 F卜こＨＣＩ僣重１厄＝５ ca ノ割二注射

菌ノ分育ハ注射前二比シテ６例二於テ軽良二良

好ナルヲ認ノタリ、注射前(十)ノ１例二於ヤハ

宛化ヲ認ノズ､24時間後二於テハ總テニ於テ注

射前ト異ナラズ。印チ健康家兎二於テノヽ堕酸注

射ニョル一過性ノ酸中和能カノ低下が血漿内-・

於ケル人型結核頷ノ碓育二軽度司良二影響ノ、ル

モノナリ、然レドモ全血液内二於ケル如ク甚グ

シク旺盛ニナレルモノトハ其趣テ異－ス、とハ

脅育促進二働ク赤血球二對シテ大イユ影響り呉

フルモノナラン。

　　

(２)結核家兎

血漿内二於ケル大型結核菌ノ分育比較的良好ナ

ル家兎５頭尹選ビ上池株１胚Ｊy耳静脈二接種シ

１ヶ月後二血漿内二於ケル人型結核菌ノ脅育状

態テ検シ然ル後髄酸注射テナシ再ビ血漿内二於

ケル人型結核菌ノ登育状態ヲミタリ、其成繊ハ

第33表二示:ノ､如シ、此表ニョレバ結核感染後

１ヶ月ニシテ血漿内二於ケル人型結核菌ノ鍵育

ハ著シク阻止せル、而シテ盛酸注射後５分－10

分ニシテ１例二於テ注射前ヨリ軽度二登育宜シ

キヲ認ノ'タルモ結核感染前二比シテ・ヽ尚阻止ア

リ、他ノ４例二於テハ注射前卜異ナラズ依然晋

育阻止丿認ム。郎チ結核感染ニョリテ得タル血

漿内二於ケル大型結核菌ノ脅育阻止作用八一過

性ノ｢アチドージ勺ニテノ｀ヽ大シテ其影響侈蒙ラ

ズ、結核感染ニョリテ得タル血漿内二於テル大
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第33表

　

結昨.れ兎血漿内二於ケノ1/人型結

　　

核菌役育二九赳ス聴酸汁射ニョル

　　　　

「アチドーレス」ノ影響

一一一

家，

兎　接種菌量

番　（耳卵膜）

彼

接種前

一一一

接種後１ヶ月

胆

重

心瓦

心/

培

養

成

績

肖／培養成績

垂

ら
瓦心

注
射
前

注?よ24

射101射時
枝里後間

52 上池株１匙 2430 ぐ十）2100 (－) (づ ドーＡ厦　　ノ

53 ｌｌ 2200 (升) 2000 (万一)(十) (士)

55
り
2150 (十)y100 (－] (士) (一)

56 ９７ 2220 (十)
　　　　　　　¶　　　　｜2050 C一万(－) (－)

57 り
2300 (十) 2150 (－) (－) (－)

38 對照信服 2450 (十．誹軋 (十)

39 n 2200て十）r十）(十)

　

S.cｃ.7日雫FHCI雛重１厄ニ5 C.C./割二注射

型結核菌ノ登育阻止作用ノ弱シト思ハルルモノ

ニダヽ軽度ノ影響ヲ･受クルモノト考フ、此處二於

テモ全血液内二於テ受クル影響ﾄｰﾊ異ナルトコ

ロアリ赤血球ノ介jソ考慮ソヽベキナリ。

　　

第三項

　

血漿内二於ケル人型結核菌ノ

　　

我育二及ボス葡萄糖液連績注射ノ影響

全血液内二於ケル人型結核菌ノ貪育二及ボフ、葡

萄糖注射ニョル過糖状態ノ影響トシテハ緒方が

既二報陛セルトコロナリ、、血漿内二於テハ如何

ナル影響ヲ受クルモノナルカニ就テ賓験セリ。

　　

(１)健康海銚

｢ツベルクリン｣反庖陰性ナヽ健康海狽10mヲ

選ビ血漿内二於ル大型結核菌ノ錐育状態ヲ･検シ

タル後毎日20％葡萄糖液５托ヲ腹腔内二注射

シ５日後、10日後二於や血漿内二於ケル大型結

核菌ノ冊育状態ヲ･検シ注射前ト比較セリ、其成

績ハ第34表二示ソ､如シ。此表ニョレバ５日後

二於テ152貿力づー)-ﾀﾞ(士)、156琥(－)ヨ･(士)、

10日後二於テ152琥が(－)４(士)⇒(十)、156

琥が(－)-ﾀﾞ(士)→(土)、160貿がr－)りr－)ヨ･

(士)トナリ３例二於テ僅カニ脅育良好トナレル

ノい

萄瞎液テ連緬注射人ルモ血漿内二於ケル大型結

核菌ノ貪育ニハ大ナル影響大典ヘズ、僅カユ軽

【第17巷

第34表

　

健康海瞑血漿内二於ケル人型結核

　

菌我育二及ｔ≒ス葡萄糖液連績注射ノ影響

海　番
挑　彼

注　射　前 注射後
５　日 注射後10　日

僣重
(瓦)
｢ッ｣
反鹿
培養
成績
殼重
(瓦)
培養
成績
穀重
(瓦)
培養
成績

i　147 465(－) k十） 440 (十) 死

ｉ　１↓８　410

｢-　420

(－) (十十) 420 (十十) 420 (十十)

149 ドー）(.十) 440 (十) 430 (十)

150 415 r－）(＋) 420 (十) 425(十ﾌﾞ

152 450 (－) (－)μ80 (士) 490(ギ)

154 400 で－）/_ぺ
ゝ　　ノ
390 (士ﾗ 死

156 500 (一) (－) 510(士) 515 (士)

160 460 (－)j－) 460 (－) 460 (±)

對照27 580 (－)ﾌﾞ十十) 590 (､冊)

費･　33 500(一) (十) 490 (十)

,.124 510 (－) (十十) 500/十十）

m126 490 ぐ一）゛＋） 470 (↓) ｌ

　　

S.c.c.7日20?ぶ葡萄精液5 c.ａ腹腔内毎日注射

度貪育良好二向フ傾向サ持ツ場合アリ、而シテ

甚グシク碓育可良ニナレルモノナク叉貪育阻止

二働クモノ｡・ヽ之ヲ認ｙズ。全血液内二於ケル貪

育状態二及ボフ､影響ト・ヽ相違シ葡萄糖連絞注射

ニョリテノヽ赤血球が介在シテ始ノテ著シキ碓育

促進二影響スルモノト考フ、。

　　

(２)結核海狸

｢ツベルクリン｣反庶陰性ニシテ血漿内二於ケル

人型結核菌ノ貪育比較的良好ナル海狸10頭ヲ

選ビ人型結核面容研上池株１胚ヲ大腿皮下二接

種シ、１ヶ月後二血漿内二於ケル大型結核菌ノ

貪育状態ヲ･検シ然ル後毎日20％葡萄糖液５托

ヲ連鎖注射シ５日後、10日後二於テ血漿内二於

ケル大型結核菌ノ貪育状態々検シ、注射前卜比

較セリ、其成績ハ第35表二示友如シ。

此表ニョレバ結核感染後１ヶ年ニシテ｢ツベル

クリン｣反座ハ弼陽性ヲ呈シ血漿内二於テダヽ大

型結核菌ノ貪育ハ著明二阻止サル、而シテ葡萄

糖液連績注射後５日、10日ニシテモ血漿内二於

ケル大型結核菌ノ貪育ハ依然著明二阻止サレ発

育可良二向フモノナシ、葡萄糖液連績注射テ行

フモ結核感染ニョリテ得タル血漿内二於ケル大

型結核菌ノ貪育阻止作用ハ何等ノ影響ヲ･蒙ラズ

此コトノヽ緒方モ全血液二於テ結核海狸ノ噸
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較４･万シ、又赤血球ノ万腿ニツキテう

ロクリ、片得タル結呆Ｊ總括シ記T佞ノ､o

（1）wrightノS.c.cバ去ハ爾来復多

・●

●９

”－

り

・９

對照健康

一-

　　　　　　　　　　　　　

S.c.c. 7日20ｙ涵萄糟液5c.則勁χ内毎日注射

ヨリテ得タル結核菌特育阻止作用ハ葡萄糖連績

　　

ジフヽ」が結核菌持百りぐ度良好ニに響テ及ボフ、

注射ニョルモ大シテ影響し’7べ1：－ミラズトナノ、ト相通

　　

モ、結核感染ニョリテ得タ～無育阻止作用殆ン

ズルモノアリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ド其影響ヤ京ラズ、叉葡言i糖注射ニョリテハ結

以上ヨリシテ全血液内二於ヤ七輩諸氏が結核菌

　　

核菌ノ白育及特育阻止－ハ大シタルぶ響ナキモ

登育及良育阻止作用二八ボフ、種かナル要約ノ影

　　

ノヽ如シ。此處二於マモ血漿内二於テル人型結

響ヲ検セルこ倣ヒテ血漿内二於テニ、三と帽

験セリ、卸チ健康時二於テノヽ飢餓及「アチドー

　　

」･異ニ･｡･､ノレコトヤ知レリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第四章

Wrig-htが。Slide cell culture“ 大哺り案シと

ノ結核菌二開ソ、｡ル業績ハ我固二於テ今卜ぼ々:授ノ

開係-ヽ於テ次第二多クナレリ。

而シテ其殆ンドハ全血液刊以テセル賓験ニシテ

血漿ヲ以テセルモノ少シ、血漿ハ全血液ヨリ容

易二分離ﾉ、7レサ肘レドモ凝固せ防ギツヽ短時間

二操作Ｊナノ､－ノヽ相常ノ熟練ト努カラ要フヽルモ

ノニシテ今日－デ除り顧ミラレで、而シテ結核

免疫－∃リテキズル免疫物質ニツイテノ研究ハ

多クハ血清ヲ･以テナサル

　

･ゝ

　

ヨリ結核感染ニョリ

テ血液内二登現っいレ結核菌詩育阻止作用モ亦血

漿或ハ血清サ以テ賓験サルベキモノト二号フ、然

ルニ血清ハ直チュS.c.c.法ニョリテ其感度プ検

ﾉヽルハ困難ナリ、此處二於テ余ノヽ血漿テ以テ賓

験ラナシ、併セテ全郎夜ノ態度サモ検シと吋ﾋ



6碧 夜来＝血漿内二於ケノ1／結核菌ノ晋育二就テ

S.c.c.ニ於テ登育旺盛Ｊ=､シテ結核菌浮游液ノ調

製二際シテモ新シク分育セントスル登育旺盛ナ

ル菌膜せ容易二得ルコトテ得、然レドモ「グリ

セリンブドヨン」馬鈴薯二移植培養セル聚落モ

選揮宜シキ場合こｰﾊ充分賓験二役立ツモノナ

リ。

（３）健康海狽家兎全血液内二於ケル結核菌ノ登

育ノヽ可良ナリトハ佐藤以来信ゼラルヽ處ニシテ

余ノ行ヒシS.c.c.法ニョリテノヽ登育全ク認メデ

ルモノハ１例モナシ、此黙従来ノ成績ト多少異

ナル所ニシテ其ヨル所､ハ今村、西村法ノ優秀ナ

ル認ト考フ、然レドしこ動物個膿ニョリテ肢育程

度ノ相違アルハ確カナリ、、叉健康海狽及家兎血

漿内二於テモ結核菌ハ登育シ得ルモノーシテ之

ニモ個性ニョリテ脅育程度二相違アリ、宍脅育

ヲ認ノデルモノアリ。次二結核感染ナキ健康人

全血液及血漿内二於テハ程度ノ相違ハアルモ登

育゛｀認メラル｀モノナリ。

（４）海抜家兎二於テ結核感染ニョリテ感染前二

比シ全血液及血漿内二於ケル登育程度ノ低下テ

来タシ此處二於テ登育阻止作用ノ登現スルモノ

ト考フ。人間二於テモ同様ナリ、而シテ登育阻

止ダヽ血漿内二強ク認ノ･ラルヽモノニシテ赤血球

「メディウム」ニ｡ハ現ハレデルモノナリ､、

（５）健康海痕及家兎赤血球「ノディウム」ニ於ケ

ル大型結核菌ノ登育ズヽ毛細管培養法ニョルモ血

球及既検血漿混合S.c.c.法ニョルモ甚グ旺盛ニ

シテ結核感染アリタル場合ニモ赤血球「ノディ

ウム」ニ於テハ依然登育可良ナリ、印］チ結核感

染ニョリテ全血液内及血漿内－ハ結核登育阻止

作用が登現スルモ赤血球ニノヽ現パレス、赤血球

ノヽ常二登育促進二働クモノナリ。

血液中ノ他ノ細胞白血球ノ如キハ、結核菌ノ

S.c.c.ニ於ケル成績ニハ何等ノ影響ヲ典へずル

モノヽ如シ。

（６）全血液二於ケル人型結核菌ノ特育ハ血漿及

赤血球「ｙディウム」ニ於ケル貪官状態ノ組合セ

ト考フルヲ得ベク、健康海祝及家兎二於テ。・ヽ登

育阻止作用ノ登現ナキュヨリ殆ンド總テュ脅育

【第17巷

ｦ･認ノ･タリ、而シテ結核感染アル場合ニハ血漿

内二貨現スル貨育阻止ノカト赤血球ノ貨育促進

二働カントスルカノ組合セニョリテ種々ナル場

合ラ認・･得ベシ。郎チ血漿内二生ズル貨育阻止

ノカガ赤血球ノ警育促進ノカユ勝リテ弧キモノ

ハ警育せ認ノズ、然ルニ血漿内一生ズル警育阻

止ノカユ對シテ赤血球ノ貨育促進二働カントス

ルカノ勝レルトキーハ色々ノ場合アリテ軽度、

中等度警育ヲ認ムルニ至り、叉時ニョリテ・ヽ貨

育旺盛テ示ス結果トナルナリ。

(７)結核感染ニョリテ血液内二貨現スル結核菌

登育阻止作用ハ全血液内二於ケル阻止状態及血

漿内二於ケル阻止状態ヲ見ルテ要スベク、而シ

テ血漿内二於ケル貨育阻止ノ状態ハ特二有カユ

看取シ得ルモノナリ。

(８)結核感染ニョリテ貨現スル血漿内二於ケル

人型結核菌警育阻止作用ハ海抜及家兎二於テ人

型結核菌ノ感染ニョリテノミナラズ牛型結核菌

ノ感染ニョリテモ認メラルヽトコロこシテ、叉

海抜二於テＢＣＧ菌ノ免疫ニョリテモ充分認ｙ

ラルヽモノナリ。今村教授ハ結核菌貨育阻止作

用ラ免疫現象トシテ重視スル所ナルガ余ノ賓験

－ヨレバ血液ノ結核菌噌殖阻止作用ノヽ血漿二依

存スルモノト考フ、、叉加熱死結核菌ノ注射ニョ

リテズヽ血漿二警育阻止作用ノ貨現ナシ之加熱死

結核菌ノヽ結核免疫テ生ズルコト少ナキカ或ヒノ'ヽ

ナシトサルヽ黙ヨリ首肯セラルベキ：4iナリ。

(９)全血液内二於テノ'ヽ諸種ノ要約が結核菌ノ貨

育二影響アリ1ヽ報ゼラル所ナルガ余モ血漿テ

｢ノディウム｣トシテ賓験テナシ其一端テ窺ヒ得

タリ。健康海狽二於テノヽ飢餓ニョリテ軽度貨育

可良二向ハンlヽスル傾キアリ、叉健康家兎血漿

二於テモ｢アチドージス｣ニョリテ軽度貨育可良

二向フ傾キアルザ知レリ。而シテ結核感染ニョ

リテ得タル血漿内二於ケル人型結核菌貨育阻止

ノカハ是等ニョリテハ減退ラ来スモノニ非ラザ

ルヲ知り得タリ。葡萄糖連鎖注射ニョリテハ海

瞑二於テ健康時モ大ナル影響ラ蒙ムルコlヽナ

ク、叉結核感染ニョリテ得タル血漿内警育阻止



作用ニモ大ナル影響４呉ヘズ、･此事ノヽ先輩ノ全

血液ラ以テセル賓験成績ト相違フ、ﾉﾚ鮎ニシテ其

所以ハ赤血球ノ介在ニョルベシ故二種々ノ影響

､ハ赤血球二對シテ特育促進二カサ致ッ､ベク働ク

モノナランl｀想像セシム。

　　　　　　　　　

摘

　

要

全血液内二於ケル人型結核菌ノ特育阻止作用ノ

基因ニツキテノヽ今日尚詳カナラデルニョリ余ハ

全血液内二於ケル大型結核菌ノ稜育状態ヲ検討

シ、全血液ヨリ容易二分離シ得ル血漿ヲ以テ賓

験シ其相違スル所尹知リ、更二赤血球ノ結核菌

増殖二對フ、ル態度テ知り得タリ。賓験ノ結果次

ノ如キ成績テ得タリ。

(1) Wright　ノ。Slide cell culture “ 法ニ

ョル結核菌培養法ハ全血液及血漿等ノ凝固シ得

ル醗液ノ結核菌二對スル態度テ検スノレニノゝ便ナ

ル方法ニシテ血漿ヲ･以テスルS.ｃ．ｃ．－ノ｀ヽ流動

｢パラフィン｣法印チ今村、西村法ハ従来ノ方法

一比シテ優レリ。

(２)健康海祝、家兎及人間全血液及血漿内二於

テハ大型結核菌ハ特育シ得ルモノニシテ個幄ニ

ョリテ特育程度二相違アリ。

(３)結核感染ニョリテハ沁祝、家兎及人間全血

液及血漿内二於テハ人型結核菌ノ特育阻止作用

ノ特現アリ、特二血漿ラ以テS.c.c.ヲ行ヒ此阻

止作用尹明カニ認ｙ得タリ。カヽル故二結核免

疫ノ殺生？血漿サ以テスルS．ｃ．ｃ．－テ検スル事

最モ便利ナリ。

(４)海銚及家兎ノ血球｢ノデ4ウム｣ニ於ケル大

型結核菌ノ噌殖ハ旺盛ニシテ血球ザ結核感染動

物ヨリ得ルモ殺育阻止ノヽ現ハレデリキ。

(５)全血液内二於ケル人型結核菌ノ殺育及其阻

止ハ血漿ノ増殖阻止ト血球ノ増殖促進ノ組合セ

ニョリテ種カナル結果テ招来ス。

(６)結核感染ニョリテ殺現入ル血漿内二於ケル

大型結核菌殺育阻止作用ハ人型結核菌ノ感染ノ

ミナラズ牛型結核菌ノ感染ニョリテモ、亦BCG

菌免疫ニョリテモ生ズルモノナリ、併シ加熱死

結核菌注射ニョリテダヽ殺現セズ。

(７)諸種ノ要約ノ血漿内二於ケル大型結核菌殺

育二及ボソ、影響ハ全血液内二於ケル場合ト多少

異ナレリ、健康動物血漿内二於テハ飢餓及｢ア

チドージス｣ハ軽度発育可良二来シ、葡萄糖注

射ニョル過糖状態ハ殆ンド影響ナキガ如ク、結

核感染ニョリテ殺現スル人型結核菌殺育阻止作

用ハ全ク是等ノ影響ヲ蒙ラズ、カクノ如キ全血

液ト血漿ラ以テソ、ルS.ｃ.ｃ．ノ成績ノ相違ノ'ヽ赤血

球ノ介在二依存幻レモノナリ。

調子レリレニ臨ミ今村教授ノ懇篤ナル指導ト校閲

尹深謝ス。

主要文献

1) Nuttall, G., Zschr. f　Hvg. Bd. 4, S. 353.

(1888).

　　

2) Buchrer, H. & Orthanbeuger,

Zbl. Bakter. I. Orig. Bd. 5，S. 817. (1889;.　　3ﾘ

Pfeiffer, R。Zschr. f. Hyg.　Bd.　16， S. 268･

(1894).

　　　

4) Heist, G. Ｄ･，Soliscohen, S. &

Solinschen, M･，J. Immunol. Vol. 3， p. 261･

(1918).

　

5) Langer, H. & Kyrklund, R･, Zschr･

f. Kinderheilk. Bd. 27. (1921).　6) Rugge, C･，

Zschr. f. Gynak. Bd. 27. C1923 .　　　7) Phillip,

Ｅ･, Kl. Ｗ. 2. Jg. (1923),　8）Ｗright，Ａ. Ｅ・，

Lancet, (1923).　　9) Wright, A. E。Lancet,

(1924).

　　

10) Colebrook, L･, Brit. Med. J

July 5th, p. 11∧1924).　　　　11ﾗ　Colebrook, L･，

Edinow, A. & Hill, Ｌ･， Brit. J. Exp. Path. ｖol･

5，p. 54. (1924). 12) Colebrook, L. & Storer,

E. Ｇ･， Brit. J. Exp. Path. Vol. 5，p. 47. (1924ﾚ.

13) Prausnitz, C. & Meissner, G., Zbl. Bakter.

Orig. Bd. 9もS. 376. (1925).　　14, Robinson,

Ｇ. Ｈ･，J. Inf. Dis. Vol. 39，ｐ. 6L （1926ｼ.　15）

Fry, R. Ｍ･, Brit. J. Exp. Path. Vol. 7･ ｐ. 174･

(1926;.

　　

16) Wolff, L. Ｋ･, Zschr. f.Immun-

Forsch. Bd. 45，S. 507. (1926ﾝ. 17) Wolff, L・

K., Zschr. f. Immun-Forsch、Bd. 50, S. 543.

(1927).

　　

18j Bannermann, R.　Ｇ･，　Brit. J･

Exp. Path. Vol. 8･ p. 209∧1927).　　19) Meiss･

ner, G･, Zbl. Bakter. 1, Orig. Bd. 106, S. 210.

(1928).

　　

20) Geller, F･, Med. K1. 24. Jg. S･

155. (1928ン　21) Hess & Meissner, G･, Zbl･

Bakter. 1 . Orig. Kd. 108. C192Sム　　22) Guttm-

an, M., M^-chr. Geburth. Bd. 82、S. 93. (1929).

賓来＝血漿内二於ケル結核菌ノ螢育二就テ第６肢】 643



23) Boetz, L･， Zbl. Bakter. Ref. Bd. 96.(1929).

21) Sonak, Ｍ･， Zhl. Bakter. 1. Orig. Bd. 115,

S.173.=で1929).

　　

25) Koschte, J･， Zbl. Bakter･

1. Orig. Bd. 11ぺS 60.(1930ﾝ　26) Imamura,

A. & Naito, N., Jap. J,Exp. med. Vol. 13, p.795.

(1935).

　

27)内藤信雄，結核ぺ□6巻．第３嬬･

(1938)(昭13,.

　　

28) Akanuma, S･, Tohoku J･

Exp. Ｍいd.Vol. 26, p. 121. (1935).　29)佐藤

理太耶，賞験醤學．第10巻．第８技バ1926)(大

正15).

　　

30ﾉ高橋三千彦，貨験醤學．第11巻．

第３琥バ'1927) (咄２ユ　　31)今村荒男，高橋三

千彦，結悍第６谷第１妓.(1928ﾚ(昭3). 32)

今村荒男，結核.第６巻.第７琥.第８琥.(1928)(昭3)･

33)税所亥二耶，結核．第６巻.第10琥. (1928).

(昭３)．

　

３↓)員柄正直，貨験醤學.第13巻第

３琥. (1929) (咄4).　35)大住義治，濾川隆曹，

大阪醤事新誌．第１巻．第５琥.(1930)(昭５)．

36)黒川賢意，大阪醤事新誌．第１巻．

　

第５琥･

(1930)(暗5).

　

37)伊藤種次耶，結核.第８巻．

第３琥.(1930ﾉ(昭5).

　　

38)高橋三千彦，芦村

隆造，結核.第８登第12琥. (1930)(昭5). 39)

伊藤種次耶，飯田長－，野尻英一，濾川隆曹，大

阪醤事新誌.第１を第５琥.(1930)(昭5).40)

緒方準一，結核.第10巻.第３彼.(1932).(昭7).

41) 7&川隆曹，結核．第11巻.第４琥べ1933XilS

8).

　

42ﾝ今村荒男，漉川隆曹，結核.第11巻・

第４琥･(1933)(昭8).

　

43)西村英雄，結核．

第13巻.第９琥.(1935)(昭10)，44)日置達雄，

結核.第14巻.第８琥. (1936)ぐ培11).　45)西

川霧雄，結核．第14巻．第８琥. (1936)(昭11)･

4町長谷川秀治，篠崎徹，中本篤次耶，結核.第

15登第５妓.(1937)(昭12ﾉ.

　

47)今村荒男，

結核，第12巻.第４披. vl934)ﾌ昭９)･

論文附圖説明

Fig. 1　健康海挑第27胱血漿内二於ケノ1／人型結核菌

　　　　

ノ我育。

　　　　

S.c.c.前二於ケノ1/菌分布状態、菌ノ晋育未ダ

　　　　

s／、培養成績(一)トシタ常二對照トンテ參

　　　　

考二供ス。

Fig. 2　健康海狼第27琥血漿内二於ケノ1／人型結核菌

　　　　

ノ晋脊。

　　　　

トヽ.c.c.7日二於ケル'菌螢育状態、菌晋育旺盛

　　　　

ナリ。培養成績(併)

Fig. 3　結核感染海狽第11競血漿内二於ケル人型結

　　　　

仲菌ノ狸育(前ﾉ、人型結核菌1/lo延感染前／

　　　　

血漿内二於ケル菌我育ノ状態。

　　　　

Ｓ。ｃｊ'７日培養成績ぐ’併。菌螢育旺盛ナリ。

Fig. 4　結核感染海挑第11彼血漿内二於ケノl／人型結

　　　　

核菌ノ我育(後)、人型結核菌1/lo旺感染１ケ

　　　　

月後ノ血漿内二於ケノl/菌晋育状態。

　　　　

S.c.c.7 日培養成績(－)菌費育阻止ヲ認ム。

Fig. 5　結染感染海瞑第120琥赤血球浮游液内二於

　　　　

ケノl／人型結核菌ノ晋育(前)、人型結核菌１託

　　　　

感染前ノ赤血球浮游液内二於ケル菌晋育状

　　　　

態。

　　　　

血漿混合S.c.c. 7日培養成績(併)、菌晋育旺

　　　　

盛ナリ。

Fig. 6　結核感染海狭第120琥赤血球浮游液内二於

　　　　

ケル人型結核菌ノ晋育人型結核菌１託感染、

　　　　

１ヶ月後ノ赤血球浮游液内二於ケル菌晋育

　　　　

状態。

　　　　

血漿混合S.c.c 7日培養成績(冊)菌我育旺盛

　　　　

阻止ヲ認メズ。
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